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1
一
九
一
七
～
一
九
二
〇
年
f

尼

ノ

ロム
眉

二

【
要
約
回
　
党
員
の
質
を
重
視
す
る
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
伝
統
は
、
党
が
大
衆
政
党
、
統
治
政
党
に
変
貌
し
た
の
ち
も
存
続
し
、
入
党
規
則
は
時
と
と
も
に

厳
し
く
な
っ
て
い
っ
た
。
だ
が
、
党
が
自
己
の
社
会
的
構
成
に
大
き
な
注
意
を
向
け
る
の
は
、
一
九
一
九
年
の
第
八
回
党
大
会
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
の

大
会
で
は
、
労
働
者
党
員
の
比
重
の
低
下
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
党
員
の
比
重
の
増
大
、
国
家
と
党
の
官
僚
制
化
傾
向
、
要
職
に
あ
る
党
員
の
横
暴
と
腐
敗
、

そ
し
て
党
の
労
働
者
・
農
民
大
衆
か
ら
の
遊
離
の
傾
向
が
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
第
八
回
党
大
会
は
、
党
内
の
腐
敗
分
子
の
除
去
と
労
働

着
・
農
民
の
積
極
的
採
用
を
決
定
し
、
大
衆
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
一
九
二
〇
年
末
ま
で
に
様
々
の
措
鷺
が
と
ら
れ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
党
の
祉
会
的
講
成
は
改
善
さ
れ
な
か
っ
た
。
労
働
者
党
員
の
比
率
は
減
少
す
る
一
方
で
あ
り
、
し
か
も
、
彼
ら
の
多
く
は
、
党
と
国
家
の
機

構
内
に
吸
収
さ
れ
た
。
他
方
、
行
政
的
・
事
務
的
技
能
を
も
つ
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
党
員
は
、
党
内
で
竪
固
な
地
位
を
確
保
し
続
け
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
六
二
巻
三
号
　
［
九
七
九
年
五
月

序

一
九
一
二
年
夏
、

　
　
　
　
　
①

ロ
シ
ア
共
産
党
は
大
規
模
な
露
清
に
着
手
し
た
。

こ
の
爾
清
は
、
党
内
の
腐
敗
分
子
や
異
分
子
を
追
放
す
る
と
と
も
に
、

労
働
者
の
比
率
を
高
め
て
党
の
社
会
的
構
成
を
改
善
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
こ
の
粛
清
が
終
了
し
た
と
き
、
除
名
と
脱
党
に
よ
る
離

党
者
の
総
計
は
、
粛
清
前
の
全
党
員
の
四
分
越
一
に
も
達
し
て
い
た
。
裏
を
返
せ
ば
、
こ
の
時
期
ま
で
に
ロ
シ
ア
共
産
党
の
社
会
的
構
成
に
は
、

こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
粛
清
を
必
要
と
す
る
ほ
ど
の
、
由
々
し
い
事
態
が
生
じ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
い
か
に
し
て
生
じ
た
の
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で
あ
ろ
う
か
。

　
本
稿
で
は
、
少
数
の
革
命
家
・
活
動
家
の
集
団
で
あ
っ
た
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
が
大
衆
政
党
、
そ
し
て
統
治
政
党
へ
と
変
貌
し
た
一
九
一
七

年
か
ら
、
ネ
ッ
プ
前
夜
の
一
九
二
〇
年
ご
ろ
ま
で
の
時
期
を
中
心
に
、
党
の
社
会
的
構
成
を
め
ぐ
っ
て
ど
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
、
い
か
な
る

意
図
の
も
と
に
ど
の
よ
う
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
た
か
と
い
う
点
に
、
い
く
ら
か
の
照
明
を
当
て
た
い
。
一
九
二
一
年
粛
清
に
つ
い
て
は
、
紙
幅

の
関
係
で
本
稿
で
は
そ
の
概
略
に
触
れ
る
に
と
ど
め
、
全
面
的
分
析
は
別
稿
で
果
す
こ
と
を
、
予
め
お
こ
と
わ
り
し
て
お
き
た
い
。

　
ソ
連
で
は
、
革
命
後
の
数
年
間
の
「
党
建
設
」
に
つ
い
て
は
、
論
集
『
B
・
H
・
レ
ー
ニ
ン
と
ソ
ビ
エ
ト
政
権
初
期
の
数
年
間
に
お
け
る
党

　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

建
設
』
を
は
じ
め
、
コ
レ
ス
ニ
コ
フ
、
ア
ソ
ド
ル
ー
ホ
フ
、
キ
タ
エ
フ
等
の
研
究
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
な
か
で
党
の
社
会
的
構
成
と
そ
れ
を
め

ぐ
る
諸
問
題
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
研
究
は
、
特
定
の
事
項
に
つ
い
て
は
細
か
い
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
く
れ
る
も
の

の
、
総
じ
て
視
角
の
固
定
化
と
問
題
点
の
掘
り
下
げ
の
浅
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
特
に
、
党
指
導
部
、
党
内
反
対
派
、
党
外
大
衆
の
梢
互
関
係
が

鮮
明
に
描
か
れ
て
い
な
い
。
国
家
と
党
の
官
僚
制
化
傾
向
と
党
の
社
会
的
構
成
改
善
策
と
の
つ
な
が
り
へ
の
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ロ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ア
共
産
党
の
社
会
的
構
成
の
問
題
を
主
題
と
し
て
い
る
ヴ
ィ
ド
リ
ソ
の
論
文
も
、
表
面
的
な
事
実
の
羅
列
に
終
始
し
て
い
る
観
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
欧
米
の
研
究
で
、
ロ
シ
ア
共
産
党
の
社
会
的
構
成
の
問
題
に
最
も
多
く
の
頁
を
さ
い
て
い
る
の
は
、
リ
グ
ビ
ー
の
『
ソ
連
共
産
党
員
』
で
あ

る
。
こ
の
研
究
は
、
一
九
一
七
年
か
ら
今
臼
ま
で
の
ソ
連
共
産
党
の
党
員
を
様
々
な
角
度
か
ら
考
察
し
た
も
の
で
、
こ
の
種
の
研
究
の
な
か
で

は
最
も
詳
し
く
、
密
度
の
高
い
も
の
で
あ
り
、
本
稿
も
こ
れ
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
し
か
し
、
当
時
の
ソ
ビ
エ
ト
・
ロ
シ
ナ
の
困
難
な
状

況
が
充
分
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
し
、
ま
た
、
特
に
、
第
八
回
党
大
会
で
の
党
の
社
会
的
構
成
の
改
善
の
決
定
と
そ
の
背
景
と
の
関
連
の
考
察
に

物
足
り
な
さ
を
覚
え
る
。
た
と
え
ば
、
農
民
問
題
や
党
内
反
対
派
の
動
き
と
の
関
連
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
第
八
回
党
大
会
で
の

決
定
こ
そ
、
一
九
二
一
年
粛
清
を
も
含
む
、
そ
の
後
の
様
々
な
改
善
策
を
導
き
出
す
も
の
で
あ
り
、
筆
者
は
、
こ
の
決
定
を
本
稿
の
中
心
に
据

え
て
検
討
を
加
え
た
い
。

③
ロ
シ
ア
社
会
民
主
労
働
党
（
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
）
一
通
称
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ

党
一
1
は
、
一
九
一
八
年
三
月
、
ロ
シ
ア
共
産
党
（
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
）
と
改
称
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し
た
。
同
党
は
、
の
ち
全
連
邦
共
産
党
（
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
）
、
さ
ら
に
ソ
ビ
エ

　
ト
連
邦
共
産
党
と
名
を
改
め
た
。
な
お
、
本
稿
で
は
、
一
九
一
八
年
一
　
月
ま
で
は

　
露
暦
を
用
い
て
い
る
。
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少
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る
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．
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ボ
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メ
ン
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つ

　
い
て
は
…
U
．
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O
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o
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ま
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諺
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①
り
〕
．

　
　
岩
本
で
は
、
漢
内
謙
『
ソ
ビ
エ
ト
政
治
史
臨
、
勤
草
書
房
、
　
一
九
六
二
年
置
同

　
『
ス
タ
ー
リ
ン
政
治
体
鋼
の
成
立
』
第
　
部
、
岩
波
書
店
、
　
一
九
七
〇
年
。
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党
の
規
模
と
社
会
的
構
成
の
概
観

　
ま
ず
、
．
冒
頭
に
、
ロ
シ
ア
共
産
党
の
規
模
と
社
会
的
構
成
の
動
態
に
つ
い
て
の
、
最
も
基
本
的
な
資
料
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
第
1
表
は
、
ソ

連
共
産
党
中
央
委
員
会
機
関
誌
『
コ
ム
ニ
ス
ト
』
所
収
の
論
文
「
数
字
に
見
る
ソ
連
共
産
党
」
（
一
九
六
七
年
）
か
ら
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
示
さ
れ
た
数
字
は
、
資
料
に
基
づ
い
て
あ
ら
た
に
筆
答
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
ソ
連
の
文
献
の
多
く
は
、
こ
の
数
字
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

用
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
右
の
論
文
で
雷
及
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
一
九
〇
五
年
の
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
数
だ
け
は
『
ソ
ビ
エ
ト
大
百
科
事
典
』
初
版
、
第
一
一
巻
（
一



九
三
〇
年
刊
）
の
ブ
ブ
ノ
ブ
の
執
筆
鍼
医
「
全
連
邦
共
産
党
（
ボ
）
」
の
付
録
統
計
集
の
な
か
の
党
員
数
に
関
す
る
表
か
ら
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
表
は
党
中
央
委
員
会
統
計
部
の
計
算
に
基
づ
く
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
公
式
資
料
と
し
て
こ
れ
ま
で
欧
米
の
研
究
書
の
な
か
で
頻
繁
に
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

用
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
提
示
さ
れ
て
い
る
党
員
数
は
、
前
記
『
コ
ム
ニ
ス
ト
』
論
文
の
そ
れ
と
は
異
な
る
と
こ
ろ
も
多
々
あ

③
る
。　

第
2
表
は
、
ブ
ブ
ノ
ブ
の
統
計
集
の
な
か
の
党
の
社
会
的
溝
成
に
関
す
る
表
と
、
ソ
連
の
経
済
学
者
ス
ト
ル
ミ
リ
ソ
の
『
選
集
』
第
一
巻
収

ロシア共産党の社会的構成（尼川）

第1表　ロシア共産党の党員数

1党則 党員候刷 合　　計

1905年はじめ＊ 8，400＊ 存在しない 8，400＊

1917年2月革命後 24，000 ク 24，GOO

1917年4月 100，000 〃 10G，000

1917年8月 240，000 〃 24G，000

1917年10月 350，000 〃 350，000

1918年3月 390，000 〃 390，000

19エ9年3月 350，00G 〃 350，000

1920年3月 611ρ78 算定されていない 611，978

1921年3月 732，521 ・ク 732，521

1922年1月 410，430 117，924 528β54

1923年1月 381，400 117，700 499，100

1924年1月 35G，000 122，000 472，000

1925年1月 44Gβ65 361，439 801β04

1926年1月 639，652 44G，162 1，079，814

1927年1月 786，288 426，217 1，212，505

KnCC　B　itllOPpax（末尾に「ソ連共産党中央委員会組織＝党活動部
OTAen　opraHH3aUHoHHo一”apT｝IUHoR　pa60Tbl　HIく1〈nCCjと記されてい

る）．＿《KoL難yHHcT＞，1967，　No．15，　eTp．91より作成．＊これのみ

BC∂，1－oe　H3A．，　T．11，　M．一n．，1930，　cTon6．531，　Ta6aHua　1　から弓1

用．

録
の
論
文
「
一
九
二
二
年
ご
ろ
の
ロ
シ
ア
共
産
党
の
構
成
」
の
な
か

の
同
様
の
表
と
を
合
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
ス
ト
ル
ミ
リ
ン
の
こ
の
論
文
は
、
脚
注
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
二
年

に
実
施
さ
れ
た
最
初
の
全
国
的
規
模
の
党
セ
ン
サ
ス
の
報
告
書
の
第

　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

四
分
冊
（
一
九
二
三
年
刊
）
と
同
一
物
で
あ
る
と
い
う
。
ス
ト
ル
ミ
リ

ン
の
表
は
一
九
二
二
年
ま
で
し
か
扱
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ

と
ブ
ブ
ノ
ブ
の
表
と
が
重
な
る
部
分
は
、
百
分
比
の
数
字
が
完
全
に

一
致
す
る
（
た
だ
し
、
奇
妙
な
こ
と
に
、
百
分
比
の
数
字
が
完
全
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

一
致
し
て
い
な
が
ら
絶
対
数
が
異
な
る
箇
所
が
あ
る
）
。
現
代
ソ
連

の
文
献
も
、
当
該
時
期
の
党
の
社
会
的
構
成
に
関
し
て
は
、
す
べ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

第
2
表
に
示
さ
れ
た
数
字
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
第
2
表
に
お
け
る
「
労
働
老
」
、
「
農
民
」
、
「
ホ
ワ
イ
ト
カ

ラ
…
」
の
分
類
の
基
準
は
、
「
現
在
の
職
業
」
で
も
な
く
「
社
会
的
出

身
」
即
ち
親
の
職
業
で
も
な
い
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
革
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第2表ロシア共産党の社会的構成

労働者 幾　　民 ホワイトカラー・その他　　（ホワイトカラー　十　その他）
％ ％ ％　　　　　　　　　　　　％　　　　　％
〔千人〕 〔千入〕 〔千人〕　　　　　　　　　〔千人〕　　〔園圃〕

1905年はじめ 6L7 4．7 33．6　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　27．2　　　　　　十　6．4　　　　）

〔5．2〕 〔0．4〕 〔2£〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔2，a〕　　　　　　　〔0．5〕

王917年忌じめ 60．2 7．6 32．2　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　25．8　　　　　　十　6．4　　　　）

〔142〕 〔1．8〕 〔7」6〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔6．1〕　　　　　　　〔1．5〕

1918年はじめ 56．9 14．5 28．6　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　22ノ隻　　　　　　十　6，2　　　　）

〔65．4〕 〔16．7〕 〔32．9〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔25．8〕　　　　　　　〔7．1〕

1919年はじめ 47．8 21．8 304　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　23．9　　　　　　　十　6．5　　　　）

〔12G．1〕 〔54．9〕 〔76．5〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔60．1〕　　　　　　〔164〕

1920年はじめ 43．8 25．1 31．1　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　24．3　　　　　　　十　6，8　　　　）

〔188．7〕 〔108．4〕 〔134．2〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔104．7〕　　　　　　〔29．5〕

192工年はじめ 41．0 28．2 30．8　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　23．7　　　　　　　十　7ユ　　　　　）

〔240．0〕 〔165．3〕 〔1803〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔138β〕　　　　　　〔41．5〕

1922年はじめ（粛清未了）＊ 37．3＊ 32．1＊ 30．6＊　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　23．1＊　　　　　　十　7．5＊　　　　）

〔215．3〕 〔185．2〕 〔1762〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔王33．1〕　　　　　　〔43．1〕

1922年㈱清完了） 44．4 26．7 28，9　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　22．2　　　　　　　十　67　　　　　）

〔178．5〕 〔107．1〕 〔116．2〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔89．3〕　　　　　　〔26．9〕

1923年はじめ 44．9 25．7 29．4

1924年はじめ 44．0 28．8 27．2

1925年はじめ 56．7 26．5 16．8†

1926年はじめ 56．8 229 20．3

1927年はじめ 55．7 19．0 25．3

BC9，　1－oe　“3A．，　T．　11，　iM．一Jl．，　1930，　cTon6．　533，　Ta6rnma　6；　C．　r．　CTpyM；imiH．　X36paHHbie　llpoti3BeAe－ffl　B　nfixi　ToMax，

T．1，M．，1963，　cTp．279，　Ta6mma　66より作成．　〔　〕内の絶対数と「ホワイトカラー・その他」の内訳は　CTPYMIMI田

による．＊BC3の表には記載されていない．†BCDの表では17，8となっているが誤り。

（り
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ロシア共産党の社会的構成（尼川）

命
題
、
党
や
国
家
機
関
等
の
社
会
的
構
成
を
調
査
す
る
さ
い
一
般
に
用
い
ら
れ
た
方
法
は
、
「
社
会
的
状
態
8
員
器
撃
国
。
㊦
目
。
旨
。
襲
Φ
類
類
。
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

よ
る
分
類
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
過
去
の
あ
る
時
期
l
l
⊥
九
二
二
年
の
党
セ
ン
サ
ス
で
は
一
九
一
七
年
の
革
命
ま
で
の
時
期
、
の
ち
に
は
各

　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

人
の
入
党
ま
で
の
時
期
一
の
「
基
本
的
職
業
」
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
。
革
命
後
、
階
級
間
の
流
動
が
激
し
く
な
っ
た
た
め
に
、
こ
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

な
方
法
が
用
い
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　
第
2
表
の
「
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
」
と
い
う
の
は
、
原
語
で
は
《
o
昌
葵
9
営
謬
》
（
≦
び
津
Φ
6
9
一
鑓
≦
。
詩
窪
ω
切
・
ヨ
覧
。
団
8
ω
）
で
あ
っ
て
、
「
職
員
、

事
務
職
員
」
と
も
訳
さ
れ
る
が
、
主
と
し
て
事
務
な
ど
の
非
肉
体
労
働
に
従
事
す
る
公
務
員
、
会
社
員
、
店
員
等
の
勤
め
人
を
指
す
。
だ
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

こ
の
範
購
に
は
高
級
官
僚
か
ら
使
丁
o
塁
葭
羅
魯
麟
に
至
る
ま
で
の
、
極
め
て
多
様
な
階
願
が
含
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

　
「
そ
の
他
」
と
い
う
の
は
一
九
二
二
年
の
党
セ
ン
サ
ス
で
は
、
ス
ト
ル
ミ
リ
ソ
に
よ
れ
ば
、
「
独
立
の
手
工
業
者
と
家
内
工
業
老
＄
冨
o
Q
電
9

曽
。
撃
螢
瓢
㊦
娼
㊦
該
。
霞
霞
頃
語
嬉
閑
蟹
自
鑓
類
」
、
「
い
わ
ゆ
る
自
由
職
業
の
者
謎
趨
9
。
円
自
。
盃
頴
器
目
切
9
2
勝
H
図
露
。
α
o
尊
頃
諾
出
目
娼
○
骨
Q
§
員
」
、
学
生
等

を
指
砂
畠
職
業
の
者
に
つ
い
て
は
な
ん
の
説
明
も
な
い
が
・
豪
家
や
医
師
や
弁
護
士
を
含
む
と
す
れ
ば
・
ほ
か
に
「
そ
の
他
」
に
学
生

も
含
ま
れ
て
い
る
以
上
、
　
「
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
」
と
「
そ
の
他
」
と
を
明
確
に
分
け
て
考
え
る
必
要
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ブ
ブ
ノ
ブ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

表
で
は
、
両
者
は
「
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
・
そ
の
他
」
と
し
て
一
つ
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
か
な
り
厳
密
な
党
員
調
査
が
は
じ
め
て
行
な
わ
れ
た
一
九
二
二
年
以
前
の
こ
の
種
の
数
字
に
関
し
て
は
、
正
確
さ
を
期
待
す
る
こ
と
は
到
底

で
き
な
い
。
そ
れ
ら
は
相
当
大
幅
な
誤
差
を
含
ん
だ
門
近
似
」
値
で
あ
る
と
考
え
た
方
が
よ
い
。
革
命
と
そ
の
直
後
の
時
期
に
は
、
党
中
央
は

正
確
な
党
員
数
す
ら
把
握
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
調
査
さ
れ
た
者
が
、
自
分
の
以
前
の
基
本
的
職
業
に
つ
い
て
正
し
い
回
答
を
し
て
い
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

い
う
保
証
も
な
か
っ
た
。
他
方
、
調
査
者
自
身
、
　
「
社
会
的
状
態
」
と
「
現
在
の
職
業
」
と
を
混
同
し
て
い
た
例
す
ら
あ
る
と
い
う
。

　
し
か
し
、
第
1
表
と
第
2
表
か
ら
、
次
の
よ
う
な
お
お
よ
そ
の
傾
向
を
読
み
と
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
ま
ず
第
一
に
鼠
に
つ
く
の
は
、
二
月
革
命
後
党
員
数
が
文
字
通
り
飛
躍
的
に
増
大
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
一
九
一
八
年
以
降
に

一
時
減
少
期
が
あ
り
、
さ
ら
に
一
九
二
一
年
以
降
に
顕
著
な
減
少
が
認
め
ら
れ
る
。
一
九
二
一
年
以
降
の
減
少
は
大
量
粛
清
の
た
め
で
あ
ろ
う
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が
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
過
程
で
、
党
員
数
を
減
少
さ
せ
る
何
か
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
社
会
的
構
成
に
関
し
て
は
、
革
命
後
の
四
、
五
年
間
に
、
ω
労
働
者
の
占
め
る
割
合
は
低
下
の
一
途
を
辿
っ
て
お
り
、
②
逆
に
農
民
の

比
重
は
増
大
し
て
い
る
が
、
③
「
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
・
そ
の
他
」
も
か
な
り
大
き
な
比
率
を
保
持
し
続
け
て
い
る
。
こ
れ
を
見
る
限
り
、
　
「
階

級
的
に
異
質
の
分
子
」
の
比
率
が
増
大
し
て
い
た
、
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
③
た
と
え
ば
〉
畏
℃
景
。
じ
。
b
＝
ρ
お
ミ
ー
お
ω
『
箪
。
巷
・
誌
ω
．
　
　
　
　
　
　
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
②
た
と
え
ば
舅
蝕
島
o
ρ
や
謹
Φ
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
た
と
え
ば
《
ψ
国
●
』
窪
塁
置
。
壱
。
霞
Φ
き
。
話
。
…
y
自
や
の
。
。
■
ソ
連
の
学
者

③
　
ブ
ブ
ノ
フ
の
統
計
集
の
表
の
数
字
を
左
に
示
し
て
お
く
。
た
だ
し
、
一
九
二
八

　
～
三
〇
年
の
数
字
は
省
略
。
一
九
二
二
年
以
降
の
数
字
は
党
員
候
補
を
含
む
。

ロシア共産党の党員数

　　　8，400

　　23，600

　　4e，ooe

20e，ooo

　115，000

　251，000

313，766

431，400

　611，978

　585，000

　73e，ooe

　514，800

　485，600

　472，000

　798，804

1，078，185

1，147，074

1905年はじめ

1907年はじめ

エ917年4月

1917年8月

1918年はじめ

1919年はじめ

1919年3月

1920年はじめ

1920年3月

1921年はじめ

1921年3月

1922年はじめ

1923年はじめ

1924年はじめ

1925年はじめ

1926年はじめ

1927年はじめ

④
　
し
q
8
℃
o
。
2
噛
ご
霞
識
器
需
口
分
ぴ
醤
窪
g
℃
圃
臼
（
α
）
払
り
さ
。
b
。
』
舅
’
餅
セ
ご
ド
8
ω
。

　
筆
者
未
見
。

⑤
　
9
皆
ρ
”
9
題
葦
自
鵠
．
§
9
盤
甲
自
Φ
【
ゼ
。
篇
。
・
窪
窪
艶
出
霞
馨
属
↓
o
蕎
×
、
8

　
ど
ン
♂
お
の
ω
噛
。
老
。
認
P
誕
や
晒
筆
ド

⑥
ブ
ブ
ノ
フ
の
表
の
一
九
二
二
年
の
百
分
比
と
ス
ト
ル
ミ
リ
ン
の
衷
の
一
九
二
二

　
年
（
粛
清
後
）
の
百
分
比
が
完
全
に
一
致
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
絶
対
数
が
異
な

　
は
皆
、
注
④
に
あ
げ
た
◎
δ
o
魯
o
o
窪
噛
岬
突
薄
口
招
自
【
湾
ぴ
：
豪
し
尊
¢
口
辱
蒔
を
典
拠
と
し

　
て
い
る
。

⑧
9
冨
峯
藁
塁
㌧
。
弓
』
竃
．
一
九
一
七
年
の
暗
点
で
二
Ω
戯
以
下
で
あ
っ
て
、
し

　
か
も
定
職
に
つ
い
て
い
な
か
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
　
「
現
在
の
融
鍛
未
」
が
考
慮
に

　
入
れ
ら
れ
た
（
月
芋
竃
｝
M
（
O
）
。

⑨
　
～
九
二
七
年
の
党
セ
ン
サ
ス
で
は
、
入
党
の
蒔
点
ま
で
の
「
基
本
的
職
業
」
に

　
よ
っ
て
歓
会
的
状
態
が
決
め
ら
れ
た
と
い
う
（
漢
内
鎌
『
ソ
ビ
エ
ト
政
治
史
』
一

　
〇
七
頁
）
。

⑩
同
右
、
五
頁
。
9
逗
鑑
蚕
薫
噛
。
巷
’
b
。
鵠
．

＠
↓
緊
緊
．
「
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
」
の
説
明
は
な
い
。
「
使
丁
。
亀
｝
塁
誘
建
を
含

　
む
」
と
の
た
だ
し
書
き
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
一
九
二
七
年
の
党
セ
ン
サ
ス
で
の

　
「
職
員
〔
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
〕
」
に
つ
い
て
は
、
漢
内
奏
『
ス
タ
ー
リ
ン
政
治
体

　
髄
の
成
立
』
第
一
部
、
五
二
頁
参
照
。

⑫
9
逗
自
国
鉾
。
↓
ワ
b
。
留
．

⑬
膨
8
曽
H
占
Φ
器
鈎
．
㍉
■
に
藁
一
㌔
』
‘
お
ω
ρ
。
↓
o
ま
』
。
。
。
。
”
↓
・
。
毒
気
O
梱

⑭
《
や
寡
謡
婁
箆
類
。
召
。
自
2
ぴ
n
話
。
…
y
6
唱
」
お
’
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二
　
醐
○
月
革
命
直
後
ま
で
の
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党

ロシア共産党の社会的撰成（尼川）

　
二
月
革
命
以
前
の
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
に
つ
い
て
は
、
ス
ト
ル
ミ
リ
ン
の
表
も
ブ
ブ
ノ
ブ
の
表
も
、
一
九
〇
五
年
は
じ
め
の
デ
ー
タ
だ
け
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

か
あ
げ
て
い
な
い
。
だ
が
と
も
か
く
、
一
九
〇
五
年
は
じ
め
の
時
点
で
の
党
員
数
八
四
〇
〇
と
い
う
数
字
が
「
目
分
量
で
」
で
は
あ
る
が
一
九

一
ご
一
年
ま
で
に
算
定
さ
れ
て
お
り
、
同
時
に
そ
の
と
き
の
党
の
社
会
的
構
成
も
、
い
か
な
る
方
法
に
よ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
　
一
応
算
定

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
九
〇
五
年
は
じ
め
の
党
内
の
労
働
者
の
比
率
は
非
常
に
高
い
（
第
2
表
）
。
こ
れ
を
見
る
限
り
で

は
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は
、
当
時
す
ぐ
れ
て
労
働
者
的
な
党
派
で
あ
っ
た
と
の
印
象
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
実
情
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

帝
政
時
代
の
圃
党
に
つ
い
て
若
干
考
察
し
て
お
き
た
い
。

　
レ
ー
ニ
ン
が
彼
の
有
名
な
党
組
織
論
を
提
起
し
た
今
世
紀
初
頭
は
、
社
会
民
主
主
義
派
の
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ア
の
運
動
と
労
働
老
の
運
動

と
が
、
よ
う
や
く
部
分
的
に
結
合
し
て
ま
も
な
い
時
期
で
あ
る
。
社
会
民
主
主
義
派
の
イ
ン
テ
リ
の
内
部
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
経
済
主
義
者
」

と
『
イ
ス
ク
ラ
』
派
と
が
対
立
し
て
い
た
。
後
者
は
、
政
治
闘
争
へ
の
労
働
者
の
引
き
入
れ
、
　
「
手
工
業
的
」
活
動
の
清
算
、
統
一
的
党
組
織

の
建
設
等
で
は
舎
評
し
て
い
た
が
、
　
「
経
済
主
義
者
」
を
圧
倒
し
た
の
ち
分
裂
す
る
。
そ
の
分
裂
の
契
機
と
な
っ
た
の
が
、
レ
ー
ニ
ン
の
党
組

織
論
を
め
ぐ
る
論
争
で
あ
っ
た
。

　
『
何
を
な
す
べ
き
か
』
（
一
九
〇
二
年
刊
）
の
な
か
で
最
も
鮮
明
に
表
現
さ
れ
た
レ
ー
ニ
ン
の
党
組
織
論
は
、
確
園
た
る
革
命
理
論
に
導
か
れ
、

高
度
に
組
織
化
さ
れ
た
少
数
精
鋭
の
職
業
革
命
家
か
ら
な
る
、
中
央
集
権
的
な
革
命
政
党
の
創
出
を
要
求
し
て
い
た
。
レ
ー
ニ
ン
の
考
え
で
は
、

こ
の
党
は
、
労
働
者
大
衆
（
お
よ
び
そ
の
組
織
）
と
の
接
触
を
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
し
か
し
あ
く
ま
で
大
衆
（
組
織
）
の
外
に
立
っ

て
、
こ
れ
を
指
導
し
教
導
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
労
働
者
は
、
単
独
で
は
労
働
組
合
主
義
以
上
の
も
の
に
到
達
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

た
。
革
命
的
理
論
を
創
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
イ
ン
テ
リ
だ
け
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
で
は
、
革
命
政
党
を
構
成
す
る
「
職
業
革
命
家
」
も
、
も
っ
ぱ
ら
意
識
性
の
高
い
イ
ン
テ
リ
か
ら
補
給
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
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第3表　ロシア社会民主労働党大会代議員の被会的構成

代議員 調査された
社　　会 的　　構　　成

党大会 の数＊ 代議員の数＊

労働者 農　　民
ホワイトカラー・その他

不　　明

1　（1898年） 9＊＊

一 一 一 一 一二　　（ユ903年） 57 51（100％） 3（5．9％）

一
40（78，4％） 8（15，7％）

軍＊＊＊（1905年） 38 30（10G％） 1（3．3％）

㎜
28（93．4％） 1（3．3％）

W　　（19G6年） 159 エ45（100％） 36（24。8％） 1（0．7％†） 108（74．5％†）

一V　　（1907年） 336 336（100％） 116（34．5％） 2（0．6％） 218（64．9％）

一
SC3，1－oe　lf3n．，　T．11，　M．一A．，1930，　cTo痴．539－540，　Ta6milla　17より作成．＊審議権だけの代

議員をも含む．＊＊ある研究者によれば，この9名のうち1名が労働者出身の者，あとの8名はイ
ンテリであった（J．L．　H．　Keep，　The　Rise（ゾSocial　Demoeracy物Russia，　London，1963，　p．

54）．＊締ボリシェヴィキだけの大会．†原表ではそれぞれ0．8％，74．490となっている。

「
労
働
者
の
組
織
」
と
「
革
命
家
の
組
織
」
と
が
対
置
さ
れ
て
い
る
か
ら
に
は
、
レ
ー
ニ
ン
の
い

う
革
命
政
党
が
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
幾
世
代
に
も
わ
た
っ
て
革
命
家
を
供
給
し
て
き
た
イ
ン
テ
リ

ゲ
ン
ツ
ィ
ア
か
ら
構
成
員
を
選
び
と
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
自
明
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
だ
が
、
レ
ー
ニ
ン
は
、
労
働
者
が
革
命
政
党
に
入
る
こ
と
を
拒
ん
で
い
る
の
で
は
な
く
、
　
「
党

リ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

活
動
の
面
で
イ
ン
テ
リ
革
命
家
と
同
一
の
水
準
に
あ
る
労
働
者
革
命
家
の
育
成
に
助
力
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

が
、
我
々
の
第
一
の
、
最
も
緊
急
の
義
務
」
（
傍
点
は
ン
ー
ニ
ン
）
で
あ
る
と
し
、
「
労
働
者
大
衆
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

こ
の
よ
う
な
職
業
革
命
家
を
ま
す
ま
す
多
く
『
提
出
』
す
る
」
こ
と
を
要
望
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
無
論
、
労
働
者
が
革
命
政
党
に
入
る
場
合
に
は
、
彼
は
労
働
者
の
組
織
か
ら
離
れ
、
全
生
活
を

革
命
活
動
に
捧
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
と
き
に
は
、
労
働
者
と
イ
ン
テ
リ
の
あ
い
だ
の
差

　
　
　
　
　
⑤

異
は
消
滅
す
る
。
つ
ま
り
、
革
命
政
党
1
1
労
働
老
階
級
の
前
衛
党
で
ま
ず
問
題
に
な
る
の
は
、
革

命
活
動
遂
行
に
関
す
る
党
員
の
特
別
の
資
質
と
能
力
で
あ
っ
て
、
彼
の
出
身
階
級
（
層
）
で
は
な

い
の
で
あ
る
。
　
『
何
を
な
す
べ
き
か
』
で
は
、
少
数
精
鋭
の
革
命
政
党
の
「
社
会
的
構
成
」
の
問

題
に
は
、
第
一
義
的
な
重
要
性
は
付
与
さ
れ
て
い
な
い
。

　
革
命
家
の
組
織
と
労
働
者
の
組
織
を
峻
別
す
る
レ
ー
ニ
ン
の
党
組
織
論
に
対
し
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ

キ
が
反
論
を
展
開
す
る
が
、
我
々
は
こ
の
論
争
に
は
立
ち
入
ら
ず
、
社
会
民
主
主
義
派
の
実
態
に

厨
を
移
そ
う
。

　
一
九
〇
三
年
ご
ろ
は
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
も
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
も
と
も
に
小
集
団
で
あ
り
、
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

者
を
合
わ
せ
て
も
高
々
数
千
に
し
か
な
ら
な
か
っ
た
。
党
の
基
底
部
で
は
労
働
者
活
動
家
も
多
く

見
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
指
導
者
層
で
は
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
と
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
と
を
問
わ
ず
、
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ロシア共産党の社会的構成（尼JID

依
然
と
し
て
イ
ン
テ
リ
が
圧
倒
的
優
位
を
保
持
し
て
い
た
。
そ
れ
は
党
大
会
の
代
議
員
の
構
成
に
も
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
（
第
3
表
）
。
一
九
〇

五
年
の
第
三
回
党
大
会
ま
で
は
、
労
働
者
代
議
員
は
極
め
て
少
数
で
あ
る
。
五
八
頁
の
第
2
表
で
は
一
九
〇
五
年
の
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
六
割

が
労
働
老
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
、
党
の
上
層
部
に
近
づ
く
に
つ
れ
労
働
者
は
減
少
し
、
地
方
委
員
会
レ
ベ
ル
で
は
、
し
ば
し
ば
全
く

見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
し
か
し
、
第
一
次
革
命
は
右
の
よ
う
な
状
況
を
根
本
的
に
変
え
た
。
大
衆
の
力
量
を
認
識
し
た
レ
ー
ニ
ン
は
、
大
衆
へ
の
門
戸
解
放
を
強
く

主
張
す
る
に
至
っ
た
。
第
三
園
党
大
会
（
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
み
の
大
会
）
で
彼
が
、
当
惑
す
る
代
議
員
た
ち
を
前
に
、
地
方
委
員
会
で
の
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

働
者
の
割
合
を
八
割
に
ま
で
高
め
る
こ
と
を
提
案
し
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
レ
ー
ニ
ン
が
多
数
の
労
働
者
の
登
用
を
唱
え
始
め

た
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
驚
く
べ
き
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
。
　
『
例
を
な
す
べ
き
か
』
で
は
、
労
働
者
革
命
家
の
育
成
が
望
ま
れ
て
い
た
。
　
『
一
歩

前
進
二
歩
後
退
』
（
一
九
〇
四
年
刊
）
で
は
、
　
メ
ソ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
弾
劾
の
文
脈
に
お
い
て
で
は
あ
る
が
、
イ
ン
テ
リ
の
個
人
主
義
、
無
気
力
、
浮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

動
性
が
徹
底
的
に
攻
撃
さ
れ
、
そ
れ
に
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
規
律
と
組
織
」
が
対
置
さ
れ
て
い
る
。

　
レ
ー
ニ
ン
の
こ
の
提
案
は
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
実
際
に
、
社
会
民
主
党
の
指
導
機
関
内
で
の
労
働
老
の
比
重
は
飛
躍
的
に
増
大
し
て
い

る
（
第
3
表
）
。
同
時
に
党
員
数
も
急
増
し
た
。
一
九
〇
五
年
の
は
じ
め
に
は
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は
八
四
〇
〇
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
二
年
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

に
は
四
万
六
〇
〇
〇
人
に
達
し
て
い
る
。
急
激
な
成
長
と
、
革
命
が
も
た
ら
し
た
政
治
的
自
由
の
増
大
は
、
党
の
構
造
を
柔
軟
な
も
の
に
変
え

て
い
っ
た
。
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は
、
新
し
い
形
態
の
党
、
つ
ま
り
大
衆
政
党
に
転
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。

　
だ
が
、
第
一
次
革
命
も
や
が
て
衰
え
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
と
メ
ソ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は
、
再
度
セ
ク
ト
組
織
へ
と
退
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
比
較
的
堅
固
な
組
織
を
も
つ
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
崩
壊
の
度
合
は
メ
ソ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
そ
れ
よ
り
は
小
さ
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

一
九
一
〇
年
ご
ろ
に
は
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
総
数
は
一
万
以
下
に
縮
小
し
て
い
た
。

　
党
組
織
か
ら
真
先
に
離
脱
し
た
の
は
イ
ン
テ
リ
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
一
九
〇
八
年
二
月
、
レ
ー
ニ
ン
は
、
イ
ン
テ
リ
逃
亡
の
知
ら
せ
が
至
る

と
こ
ろ
か
ら
来
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、
党
は
「
小
市
民
的
な
ク
ズ
を
払
い
落
し
て
」
お
り
、
党
内
で
の
イ
ン
テ
リ
層
の
意
義
は
低
下
し
て
い
る
、
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⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
後
の
数
年
間
、
彼
は
イ
ン
テ
リ
の
大
量
離
脱
に
幾
度
も
言
及
し
て
い
る
。
そ
の
大
量
離
脱
が
レ
ー
ニ
ン
の
イ
ン
テ
リ
不

信
を
強
め
な
か
っ
た
は
ず
は
な
い
。

　
無
論
、
他
方
で
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
、
ジ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
、
カ
ー
メ
ネ
フ
ら
非
常
に
多
数
の
イ
ン
テ
リ
党
員
が
包
含
さ
れ

て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
レ
ー
ニ
ン
の
イ
ン
テ
リ
攻
撃
は
、
一
般
的
に
い
え
ば
、
実
際
的
な
革
命
活
動
に
適
合
的
で
な
い
イ
ン
テ
リ
の
負

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

の
諸
特
徴
、
即
ち
個
人
主
義
、
臼
和
見
主
義
、
無
気
力
、
空
論
好
き
等
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
党
内
に
と
ど
ま
り
、
彼
の
指
導
下
に
活
動

に
没
入
し
て
い
る
イ
ン
テ
リ
活
動
家
た
ち
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
彼
の
批
判
の
矛
先
は
向
け
ら
れ
て
い
な
い
。
レ
ー
ニ
ン
の
現
実
主
義
、

実
践
主
義
は
、
や
が
て
技
術
イ
ン
テ
リ
重
視
に
も
連
結
し
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
れ
は
ま
だ
先
の
こ
と
で
あ
る
。

　
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
は
こ
の
反
動
期
に
、
ツ
ァ
ー
リ
ズ
ム
お
よ
び
他
党
派
と
の
闘
争
、
内
部
の
分
派
の
排
除
を
通
じ
て
、
中
央
集
権
的
な
、

一
枚
岩
の
組
織
体
へ
と
凝
集
し
て
い
っ
た
。
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は
、
　
一
九
〇
二
年
ご
ろ
レ
ー
ニ
ン
が
構
想
し
て
い
た
「
党
」
を
現
実
化
し
つ
つ

　
　
⑮

あ
っ
た
。
一
〇
月
革
命
後
、
膨
張
し
た
党
の
中
核
を
形
成
し
た
の
は
、
党
内
外
の
熾
烈
な
闘
争
や
困
難
な
生
活
の
な
か
で
自
然
陶
汰
さ
れ
ず
に

組
織
に
と
ど
ま
っ
た
、
筋
金
入
り
の
党
員
た
ち
で
あ
っ
た
。

　
一
九
一
七
年
二
月
に
突
発
し
た
革
命
は
、
左
翼
の
運
動
を
締
め
つ
け
て
い
た
ツ
ァ
ー
リ
ズ
ム
の
堅
い
粋
を
砕
い
た
。
あ
ら
た
に
合
法
化
さ
れ

た
諸
政
党
に
は
新
人
が
大
量
に
流
れ
込
ん
だ
。
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
も
ま
た
一
九
一
七
年
を
通
じ
て
爆
発
的
に
膨
張
し
、
第
一
次
革
命
期
と
同

様
に
、
否
、
そ
れ
以
上
に
大
衆
政
党
化
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
膨
張
の
規
模
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
、
誰
に
も
で
き
は
し
ま
い
。
革
命
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う

渦
中
で
は
、
党
中
央
と
各
地
に
籏
生
し
た
地
方
組
織
と
の
情
報
交
換
は
円
滑
に
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
地
方
組
織
の
ほ

う
も
正
確
な
構
成
員
数
を
把
握
す
る
余
裕
を
も
た
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
と
の
明
確
な
分
離
が
な
さ
れ
て
い
な
い
地
方
組
織

　
　
　
　
⑯

も
多
か
っ
た
。

　
四
月
の
時
点
で
の
党
員
総
数
に
つ
い
て
は
、
大
幅
に
食
い
違
う
幾
つ
か
の
概
算
が
あ
る
。
四
月
協
議
会
で
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
そ
の
数
は
七

　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

三
九
〇
〇
〇
で
あ
る
が
、
ス
ト
ル
ミ
リ
ン
の
表
で
は
四
万
六
〇
〇
〇
、
ブ
ブ
ノ
ブ
の
表
で
は
四
万
と
な
っ
て
い
る
。
現
代
ソ
連
の
歴
史
家
は
、
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第4表　1917年における都市のボリシェヴィキ党組織の成長

第6回党大会（7～8月）
のころの構成員

36，000

15，000

3，500

4，0eo

2，596

3，000

2，soe

隅月協議会のこ
ろの構成員

16，00e

zeoo

1，500

1，goe

1，500

1，60e

1，700

二月革命のころ
の構成員

2，000

　600

400

200

1ee

4e

40

都市の党組織

ペトログラード市党組織

モスクワ　　　　　〃

エカテリノスラフ〃

キエフ　　　　　〃

ルガソスク　　　！●

サラトフ　　　　〃

エカテリンブルグ〃

B．B，　AH“iceeB．　CBeneHHfl　o　60nbuieBitcTcKrtx　opraHH3aKimx　e　tsiapTa　no　neica6pb　1917　roaa．

　　　　〈Bonpocbi　TfcTopliH　KnCC》，1958，　No，2，　cTpコ31；Ero｝Ke．　HeKoTopbie　Bo叩ocH　napTK員Hero

cTpollTenbCTBa　B　nepHon　HollroToBl〈1！KOKTfi6plo．　　＜1〈o漁IyHHcT》，1967，　No．6，　cTp．29から

作成．

約
一
〇
万
と
い
う
数
字
を
は
じ
き
出
し
て
い
る
（
五
七
頁
第
1
表
）
。
　
一
〇
月
の
時
点
で
の
党
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

数
の
概
算
も
、
ブ
ブ
ノ
ブ
の
一
一
万
五
〇
〇
〇
か
ら
ス
ヴ
ェ
ル
ド
ロ
フ
の
四
〇
万
ま
で
の
開
き

が
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
数
値
を
と
る
に
せ
よ
、
二
月
革
命
後
の
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
の

急
激
な
膨
張
と
い
う
事
実
は
揺
る
が
な
い
。
特
に
、
若
干
の
都
市
の
党
組
織
は
、
三
囲
す
べ
き

成
長
率
を
示
し
て
い
る
（
第
4
表
）
。

　
次
に
、
党
の
社
会
的
構
成
に
鼠
を
移
す
と
、
労
働
者
は
、
　
一
九
一
七
年
は
じ
め
の
六
〇
・
二

％
か
ら
翌
年
は
じ
め
の
五
六
・
九
％
へ
と
わ
ず
か
に
減
っ
て
は
い
る
が
、
と
も
か
く
過
半
数
を

堅
持
し
て
お
り
（
第
2
表
）
、
こ
の
時
期
の
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
性
格
を
濃

厚
に
帯
び
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
、
推
測
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
農
民
の
比
率
は
一
年
間
に
倍
増

し
て
い
る
。
一
九
一
七
年
に
お
け
る
全
党
員
数
の
急
増
を
勘
考
す
る
な
ら
ば
、
極
め
て
多
数
の

農
民
が
入
党
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
だ
が
、
彼
ら
の
う
ち
の
多
く
の
老
が
軍
服
を
着
て
い
た
に

違
い
な
い
。
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
は
農
村
で
は
伸
び
悩
ん
だ
け
れ
ど
も
、
　
一
〇
月
ま
で
に
多
数

の
兵
士
（
そ
の
圧
倒
的
多
数
は
農
民
出
身
者
）
の
獲
得
に
成
功
し
た
。
軍
隊
内
の
党
員
の
数
は
、

八
月
の
第
六
回
党
大
会
の
こ
ろ
に
は
二
万
六
〇
〇
〇
程
度
で
あ
っ
た
が
、
コ
ル
ニ
ー
ロ
フ
事
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

後
激
増
し
、
　
一
〇
月
は
じ
め
に
は
西
部
戦
線
だ
け
で
四
幽
光
〇
〇
〇
に
達
し
て
い
た
。

　
「
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
・
そ
の
他
」
は
、
一
九
一
七
年
中
、
全
体
に
占
め
る
割
合
で
は
微
減
し

て
い
る
も
の
の
、
絶
対
数
で
は
大
い
に
増
大
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
時
期
、
ま
た
も
党
か

ら
の
イ
ン
テ
リ
の
離
脱
が
第
六
回
党
大
会
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
大
会
で
の
ア
ツ
ケ
」
ト
調
査
で
は
、
地
方
の
党
組
織
の
組
織
活
動
に
つ
い
て
の
質
問
に
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⑳

対
し
、
活
冷
し
て
い
、
る
の
は
地
方
の
労
働
者
で
あ
り
、
イ
ン
テ
リ
は
い
な
い
と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。
ヴ
ォ
ル
ガ
流
域
地
方
や
労
フ
随
一
ズ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

代
表
の
報
告
も
イ
ン
テ
リ
の
離
脱
や
非
協
力
に
触
れ
て
お
り
、
　
さ
ら
に
大
会
決
議
の
一
つ
も
、
イ
ン
テ
リ
の
離
脱
は
「
一
九
〇
五
年
に
始
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

る
」
が
「
二
月
革
命
以
後
大
規
模
な
も
の
に
な
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
イ
ン
テ
リ
が
大
量
に
脱
党
し
た
と
す
れ
ば
、
一
九
一
七
年
に
お
け
る
「
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
・
そ
の
他
」
の
絶
対
数
の
内
容
は
、
イ
ン
テ
リ
以

外
の
者
の
増
大
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
イ
ン
テ
リ
の
脱
走
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
第
六
回
党
大
会
で
の
証
言
し
か
知
ら
ず
、
そ
の

後
の
イ
ン
テ
リ
の
動
向
、
増
大
し
た
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
党
員
の
内
訳
等
は
つ
か
め
て
い
な
い
。
一
般
に
中
間
層
の
動
向
な
ど
は
、
ソ
連
で
は
あ

ま
り
研
究
の
な
さ
れ
な
い
分
野
に
属
す
る
が
、
数
少
な
い
研
究
の
一
つ
で
あ
る
ヴ
ォ
ス
ト
リ
コ
フ
の
論
文
に
よ
れ
ば
、
一
九
一
七
年
一
〇
月
ま

で
に
、
郵
便
電
信
・
鉄
道
関
係
の
職
員
、
商
工
業
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
、
学
生
、
教
職
員
な
ど
と
い
っ
た
職
種
の
人
々
が
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
を
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

持
し
、
入
党
し
た
と
い
う
。
ち
な
み
に
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
が
技
術
イ
ン
テ
リ
に
大
々
的
に
提
携
を
呼
び
か
け
る
の
は
一
九
一
八
年
は
じ
め
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

あ
る
が
、
同
年
末
ま
で
に
多
数
の
技
術
イ
ン
テ
リ
が
ソ
ビ
エ
ト
政
権
に
協
力
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
、
次
の
よ
う
な
問
題
が
当
然
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
i
少
数
精
鋭
の
革
命
政
党
を
理
想
と
し
て
い
た
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ

党
は
、
二
月
革
命
後
の
自
分
の
隊
列
の
爆
発
的
膨
張
に
ど
う
対
応
し
た
の
か
。

　
リ
グ
ビ
ー
は
こ
う
書
い
て
い
る
。
党
指
導
部
が
二
月
革
命
後
の
党
の
急
激
な
膨
張
に
つ
い
て
討
議
し
決
定
し
た
と
い
う
記
録
は
な
い
が
、
ω

地
下
活
動
の
諸
条
件
に
合
う
よ
う
に
企
画
さ
れ
た
、
過
去
の
高
度
に
選
択
的
な
党
員
採
用
策
が
、
い
ま
や
そ
の
妥
当
性
を
失
っ
た
と
い
う
こ
と
、

②
他
の
諸
党
と
鋭
く
競
舎
し
て
い
る
自
党
の
影
響
力
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
衝
動
が
新
党
員
の
無
燈
採
用
を
必
然
化
す
る
と
い
う
こ
と
、
は
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

明
の
こ
と
と
見
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
と
。

　
確
か
に
、
レ
…
ニ
ソ
や
他
の
指
導
者
た
ち
が
党
員
の
急
増
を
深
く
憂
慮
し
、
膨
れ
あ
が
っ
た
党
を
元
の
少
数
革
命
家
集
団
に
戻
そ
う
と
努
め

た
と
い
う
形
跡
は
な
い
。
指
導
部
は
、
党
の
大
衆
政
党
化
傾
向
を
、
リ
グ
ビ
ー
の
指
摘
す
る
よ
う
な
理
由
で
黙
認
し
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。

し
か
し
、
指
導
部
が
こ
の
党
の
膨
張
に
何
の
危
惧
も
感
じ
な
か
っ
た
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
な
い
。
党
員
の
質
を
精
査
し
よ
う
と
す
る
伝
統
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は
簡
単
に
は
消
え
ず
、
党
員
の
激
増
に
直
面
し
て
一
帯
強
ま
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
党
員
の
採
用
規
定
の
改
正
に
現
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

　
第
六
回
党
大
会
ま
で
の
党
規
約
は
、
　
一
九
〇
六
年
の
第
四
回
党
大
会
で
採
択
さ
れ
た
規
約
（
の
ち
一
部
改
正
）
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
は
「
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

綱
領
を
受
け
容
れ
頃
霧
雪
夢
舜
冒
、
物
質
的
手
段
に
よ
っ
て
党
を
支
持
し
、
　
い
ず
れ
か
の
党
組
織
に
入
る
着
は
、
　
党
員
と
し
て
採
用
さ
れ
る
」

と
の
条
項
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
党
員
採
用
規
定
は
、
　
二
月
革
命
後
、
　
一
段
と
厳
し
い
も
の
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ソ
連
の
研
究
に
よ
れ

ば
、
三
月
一
八
臼
、
党
中
央
委
員
会
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
党
員
資
格
の
問
題
を
審
議
し
、
　
「
党
綱
領
を
承
認
し
叢
叢
頃
ω
匿
幸
い
、
組
織
に
入
る
者
」
が
、

「
二
名
の
党
員
の
推
薦
」
に
よ
っ
て
、
党
員
と
し
て
採
用
さ
れ
る
と
い
う
決
定
を
下
し
て
い
る
。
こ
の
決
定
は
直
ち
に
地
方
の
組
織
に
通
知
さ

　
　
　
　
⑳

れ
た
と
い
う
。

　
ア
ニ
キ
ェ
ー
エ
フ
は
、
第
六
回
党
大
会
で
新
規
約
が
採
択
さ
れ
る
ま
で
党
組
織
は
こ
の
原
則
に
導
か
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
点
で
ボ
リ

シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は
、
何
の
検
査
も
せ
ず
に
新
人
が
自
党
に
入
る
に
任
せ
た
メ
ソ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
や
エ
ス
エ
ル
と
異
な
り
、
機
会
主
義
者
や
階
級
的
異

分
子
の
入
党
を
阻
む
こ
と
に
努
め
た
の
だ
、
と
論
じ
て
い
る
が
、
と
も
か
く
、
量
よ
り
質
を
重
視
す
る
伝
統
は
、
二
月
革
命
後
も
保
持
さ
れ
て

い
た
と
い
え
よ
う
。

　
続
い
て
第
六
回
党
大
会
で
採
択
さ
れ
た
新
規
約
に
は
「
党
綱
領
を
承
認
し
、
党
組
織
の
一
つ
に
入
り
、
党
の
あ
ら
ゆ
る
決
定
に
従
い
、
党
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
納
め
る
者
」
が
「
二
人
の
党
員
の
推
薦
」
と
当
該
組
織
の
「
次
の
総
会
の
承
認
」
を
経
て
、
党
員
と
し
て
採
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
明
記

さ
れ
て
い
る
。
条
件
は
一
段
と
厳
し
く
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
党
員
の
出
身
階
級
（
層
）
に
つ
い
て
の
調
限
は
、
こ
こ
で
は
全
く

な
い
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
階
級
的
異
分
子
の
問
題
は
、
ま
だ
扱
わ
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
右
の
よ
う
な
厳
し
い
入
党
の
条
項
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
は
明
白
な
事
実
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
た
と
え
ば
半
年
で
一
組
織
の
構
成
員
が

四
〇
人
か
ら
三
〇
〇
〇
人
に
膨
張
す
る
よ
う
な
蒔
期
に
（
第
4
蓑
）
、
そ
の
よ
う
な
条
項
が
、
実
際
に
、
ど
こ
ま
で
遵
守
さ
れ
て
い
た
か
は
、
疑

問
で
あ
る
。
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ソ
連
の
一
研
究
者
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。
　
一
九
一
七
～
一
八
年
に
お
け
る
　
「
党
の
隊
列
の
急
激
な
成
長
は
、
多
く
の
場
合
、
個
人
的
選
別

の
方
法
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
し
ば
し
ば
推
薦
お
よ
び
候
補
資
格
の
審
議
な
し
の
集
団
的
方
法
に
よ
っ
て
行
な
」
わ
れ
、
勤
労
者
の
集
会
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

「
し
ば
し
ば
、
そ
れ
に
出
席
し
た
者
金
員
の
入
党
登
録
に
よ
っ
て
仕
上
げ
ら
れ
た
」
と
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
と
り
わ
け
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ

党
が
権
力
の
座
に
つ
い
た
一
九
一
七
年
一
〇
月
以
後
、
大
量
の
「
不
良
分
子
」
や
「
異
分
子
」
が
党
内
に
入
っ
て
き
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は

な
い
。

　
だ
が
、
次
々
に
生
じ
る
緊
急
の
諸
問
題
に
没
頭
し
て
い
た
レ
ー
ニ
ン
や
ほ
か
の
幹
部
た
ち
は
、
こ
の
時
期
、
党
員
資
格
等
の
問
題
に
特
別
大

き
な
注
意
を
向
け
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
問
題
は
ま
だ
表
面
化
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

①
　
9
や
葦
話
塗
．
o
壱
．
b
。
謹
’

②
9
幽
■
炉
箪
幕
塁
寓
．
ぎ
自
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①
8
9
畠
器
8
薫
M
壷
圃
｝
一
降
（
以
下
蕾
疑
国
。
轟
6
ρ

　
と
略
y
8
◎
自
㍗
ω
ド
『
レ
ー
ニ
ン
全
集
』
（
第
四
版
の
邦
訳
）
大
月
書
店
（
以

　
下
『
全
集
』
と
略
）
第
五
巻
、
三
九
五
－
三
九
穴
頁
。
た
だ
し
、
以
下
の
引
用
に

さ
い
し
で
我
流
に
直
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

③
　
門
⇔
竃
渠
Φ
”
爲
や
ド
G
。
滑
同
右
、
五
〇
六
頁
。
レ
ー
ニ
ン
は
、
党
活
動
の
面
以
外

　
の
面
で
労
働
者
が
同
一
の
水
準
に
達
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
た
と
え
必
要
で
は
あ

　
っ
て
も
、
こ
れ
ほ
ど
容
易
で
も
緊
急
で
も
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
（
喪
亡
舅
ρ
同

　
右
）
。

④
　
、
『
雲
霞
ρ
爲
℃
．
冨
O
．
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Ptシア共産党の社会的構成（尼川）

三
　
第
八
回
党
大
会
と
党
の
社
会
的
構
成
改
善
策

　
一
〇
月
革
命
後
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
に
は
新
人
が
流
入
し
続
け
た
。
党
員
総
数
は
、
　
一
九
一
七
年
一
〇
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
、
四
万
ほ

ど
増
加
し
て
い
る
（
第
1
表
）
。
ス
ヴ
ェ
ル
ド
ロ
フ
は
、
一
九
一
八
年
三
月
の
第
七
回
党
大
会
の
中
央
委
員
会
組
織
報
告
の
な
か
で
、
多
く
の
党

　
　
　
　
　
　
ふ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

細
胞
が
急
速
に
膨
ら
み
、
多
く
の
新
し
い
組
織
が
形
成
さ
れ
強
化
さ
れ
た
、
と
述
べ
た
。
だ
が
、
そ
れ
ら
の
地
方
組
織
は
、
往
々
に
し
て
自
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

的
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
党
中
央
や
地
方
委
員
会
の
指
導
に
唯
々
諾
々
と
は
従
わ
な
い
場
合
が
多
か
っ
た
と
い
う
。

　
一
〇
月
革
命
後
、
党
指
導
部
が
党
の
秩
序
と
規
律
の
間
題
に
大
き
な
注
意
を
向
け
た
の
は
、
一
九
一
八
年
五
月
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

す
で
に
三
月
に
は
ブ
レ
ス
ト
ー
リ
ト
フ
ス
ク
条
約
は
締
結
さ
れ
て
お
り
、
他
方
で
全
面
的
な
國
内
戦
は
、
ま
だ
始
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の

「
息
つ
ぎ
」
期
に
、
党
中
央
は
よ
う
や
く
党
組
織
全
体
を
点
検
す
る
余
裕
を
得
、
ブ
レ
ス
ト
講
篇
を
め
ぐ
る
大
論
争
で
一
層
弛
緩
し
た
組
織
の
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た
が範
を
締
め
直
そ
う
と
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
五
月
一
八
臼
の
党
中
央
委
員
会
の
会
合
で
採
択
さ
れ
た
一
決
議
は
、
責
任
あ
る
党
活
動
家
集
団
が
ソ
ビ
エ
ト
活
動
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

他
方
で
広
範
な
大
衆
が
入
党
し
た
結
果
、
党
の
秩
序
と
規
律
が
甚
だ
し
く
侵
害
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
、
い
か
な
る
活
動
に
従
事
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

る
党
員
も
皆
、
党
建
設
に
大
き
な
注
意
を
向
け
、
党
の
決
定
を
遂
行
し
、
報
告
書
を
提
出
す
る
よ
う
要
求
し
た
。
さ
し
あ
た
り
、
党
員
の
教
育

と
政
治
的
訓
練
、
出
組
織
内
の
積
極
的
活
動
へ
の
全
党
員
の
引
き
入
れ
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
同
時
に
、
中
央
委
員
会
は
、
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

り
い
り
分
子
を
追
い
払
い
、
入
党
を
制
限
す
る
必
要
を
も
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。

　
中
央
委
員
会
の
呼
び
か
け
に
答
え
て
、
党
諸
組
織
は
、
党
の
隊
列
の
清
掃
の
た
め
の
活
動
を
重
曹
し
た
。
最
も
有
漏
な
手
段
の
一
つ
は
、
党

員
の
「
再
登
録
閏
㊦
b
㊦
娼
曾
潤
。
日
娼
鎧
讐
【
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
中
央
委
員
会
の
決
議
以
前
に
、
　
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
組
織
な
ど
で
実
施
さ
れ
て

い
た
も
の
で
あ
る
が
、
五
月
以
後
、
多
く
の
組
織
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。
再
登
録
に
さ
い
し
て
は
、
党
内
残
留
を
望
む
者
は
皆
、
再
申
請
を
義

務
づ
け
ら
れ
、
厳
し
い
審
査
を
受
け
た
。
前
年
の
第
六
團
党
大
会
で
採
択
さ
れ
た
党
規
約
の
入
党
条
項
も
、
比
較
的
厳
し
く
適
用
さ
れ
る
よ
う

　
　
　
⑧

に
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
入
党
希
望
老
に
直
ち
に
党
員
の
資
格
を
授
与
す
る
の
で
は
な
く
、
一
定
期
間
、
彼
ら
を
準
党
員
や
臨
時
党
員
の
地
位
に
と
ど
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

お
く
方
法
も
、
各
地
方
組
織
で
様
々
に
試
み
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
の
試
み
は
、
結
局
、
一
九
一
九
年
末
の
第
八
回
党
協
議
会
に
よ
る
党
員
候
補
の

統
一
規
定
の
承
認
へ
と
取
込
す
る
こ
と
に
な
る
。
第
八
圓
党
協
議
会
は
、
次
の
よ
う
な
条
項
を
党
規
約
に
挿
入
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
る
。

i
入
党
希
望
者
は
、
党
の
綱
領
・
戦
術
の
習
得
お
よ
び
個
人
的
性
質
の
検
査
を
目
的
と
す
る
候
補
期
問
饗
叢
雲
鎧
旨
舅
愚
鶏
磐
ぬ
を
経
る

（
第
五
条
）
、
彼
は
党
員
歴
六
カ
月
以
上
の
二
名
の
党
員
の
推
薦
を
受
け
、
　
地
方
委
員
会
に
よ
る
そ
の
推
薦
の
検
査
を
経
て
、
候
補
と
な
る
（
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

六
条
）
、
労
働
者
と
農
民
は
二
ヵ
月
以
上
、
そ
の
他
の
老
は
六
ヵ
月
以
上
候
補
に
と
ど
ま
る
（
第
七
条
）
、
等
で
あ
る
。
候
補
期
間
ば
か
り
で
な
く
、

実
に
様
々
の
鋼
心
的
条
件
を
伴
う
こ
の
候
補
の
制
度
は
、
そ
の
効
力
を
発
揮
し
た
ら
し
く
、
細
部
は
変
更
を
加
え
ら
れ
な
が
ら
も
、
今
日
ま
で

存
続
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
へ
　
　
ぬ

　
と
こ
ろ
で
、
右
の
規
定
の
う
ち
、
特
に
注
目
を
要
す
る
の
は
第
七
条
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
、
労
働
者
と
農
民
に
一
定
の
優
先
権
が
与
え
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
労
働
老
と
農
民
の
優
先
的
採
用
策
は
、
こ
こ
で
は
じ
め
て
登
場
し
て
く
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
一
九
一
九
年
三

月
に
開
か
れ
た
第
八
回
党
大
会
で
提
起
さ
れ
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
ど
ん
な
論
議
が
な
さ
れ
た
の
か
、
こ
の
点
を
見
て
ゆ
こ
う
。

　
共
産
党
の
党
員
数
は
、
一
九
一
八
年
三
月
の
三
九
万
か
ら
翌
年
三
月
、
第
八
圃
党
大
会
開
催
の
盲
点
で
の
三
五
万
へ
と
、
四
万
も
減
少
し
て

い
る
（
第
1
表
）
。
前
述
の
様
々
な
制
限
的
諸
措
置
が
、
そ
の
減
少
の
理
由
の
一
つ
と
な
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
量
よ
り
質
を
重
視
す
る
党
の

目
的
は
達
成
さ
れ
た
か
に
見
え
る
。
し
か
し
、
国
内
戦
の
さ
な
か
に
開
か
れ
た
第
八
圓
党
大
会
は
、
党
内
の
腐
敗
分
子
の
一
掃
と
党
の
社
会
的

構
成
の
改
善
の
問
題
に
と
り
く
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
第
八
回
党
大
会
は
、
ま
ず
新
し
い
党
綱
領
を
採
択
し
、
発
足
し
た
ば
か
り
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
つ
い
て
討
議
し
た
が
、
さ
ら
に
、
当
時
党
が

直
面
し
て
い
た
三
つ
の
重
要
問
題
、
即
ち
軍
事
、
組
織
、
農
業
問
題
を
、
そ
れ
ぞ
れ
部
会
を
設
け
て
審
議
し
た
。
そ
し
て
、
と
り
わ
け
組
織
部

会
と
農
業
部
会
で
、
党
と
労
働
老
・
農
民
大
衆
と
の
あ
い
だ
に
、
大
き
な
亀
裂
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
、
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

　
組
織
部
会
で
は
、
大
会
直
前
に
急
逝
し
た
ス
ヴ
ェ
ル
ド
ロ
フ
に
か
わ
り
、
ジ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
が
党
中
央
委
員
会
を
代
表
し
て
主
報
告
者
と
な
り
、

他
方
、
党
内
反
対
派
「
左
翼
共
産
主
義
者
」
の
一
員
で
あ
っ
た
オ
シ
ン
ス
キ
…
が
副
報
告
者
と
な
っ
た
。
だ
が
、
党
の
大
衆
か
ら
の
遊
離
の
傾

向
に
関
す
る
認
識
で
は
、
出
席
者
の
ほ
と
ん
ど
が
一
致
し
て
い
た
。
　
「
大
衆
か
ら
の
遊
離
」
、
そ
し
て
そ
の
対
語
と
し
て
の
「
大
衆
と
の
結
び

つ
き
の
必
要
」
と
い
う
三
葉
は
、
こ
の
部
会
で
幾
度
発
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　
こ
の
部
会
で
は
、
党
の
大
衆
か
ら
の
遊
離
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
党
の
窟
僚
黒
化
傾
向
が
注
目
さ
れ
た
。
党
は
い
ま
や
プ
揖

レ
タ
リ
ア
的
性
格
を
喪
失
し
つ
つ
あ
る
、
と
の
指
摘
が
た
び
た
び
な
さ
れ
た
。
ソ
ス
ノ
フ
ス
キ
ー
は
次
の
よ
う
に
発
言
し
て
い
る
。
ー
モ
ス

ク
ワ
組
織
な
ど
で
は
、
一
〇
月
革
命
の
と
き
に
く
ら
べ
て
党
員
数
は
減
少
し
て
い
る
。
も
し
増
大
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
労
働
者
以
外

の
階
層
が
ふ
え
た
た
め
で
あ
る
。
」
我
々
は
中
央
か
ら
、
過
剰
の
労
働
者
が
党
に
入
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
す
べ
し
と
の
指
令
を
受
け
と
っ
て
い
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⑪

る
。
労
働
者
は
党
に
入
れ
ら
れ
ず
、
他
方
で
、
ソ
ビ
エ
ト
の
官
僚
や
タ
イ
ピ
ス
ト
嬢
た
ち
は
皆
、
入
党
を
許
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
」

　
こ
れ
ら
の
「
ソ
ビ
エ
ト
の
官
僚
」
に
、
以
前
の
イ
ン
テ
リ
層
や
官
吏
層
の
出
身
者
が
多
数
混
入
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
ソ
ビ
エ
ト
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

構
は
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
、
名
の
あ
る
活
動
家
の
大
多
数
を
、
党
活
動
の
一
時
的
弱
化
を
招
く
ほ
ど
に
吸
い
と
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
巨
大
な
国

家
機
構
を
運
営
し
て
い
く
に
は
、
行
政
的
、
事
務
的
な
知
識
や
技
能
を
も
っ
た
多
数
の
職
員
が
必
要
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
知
識
や

技
能
を
も
っ
た
労
働
老
は
、
当
面
ご
く
少
数
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
レ
ー
ニ
ン
が
別
の
会
議
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
一
度
追
い

散
ら
さ
れ
た
旧
官
僚
層
が
再
び
国
家
諸
機
関
に
引
き
入
れ
ら
れ
、
し
か
も
、
彼
ら
は
「
立
身
出
世
の
方
便
と
し
て
、
p
シ
ア
共
産
党
の
党
員
証

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

を
手
に
入
れ
始
め
」
て
い
た
。
党
の
側
と
し
て
は
、
彼
ら
を
直
接
の
統
脚
下
に
お
く
た
め
に
、
そ
れ
を
承
認
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
党
指
導
部
の
代
表
で
あ
る
ジ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
も
、
地
方
組
織
の
「
変
質
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
個
々
の
地
域
で
党
組
織
の
指
‘

導
老
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
　
「
労
働
者
で
は
な
く
、
ソ
ビ
エ
ト
の
官
吏
、
ソ
ビ
エ
ト
と
党
の
官
僚
た
る
勤
務
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ア
層
」
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

り
、
彼
ら
は
し
ば
し
ば
、
党
委
員
会
議
長
、
ソ
ビ
エ
ト
議
長
、
チ
ェ
カ
議
長
等
の
要
職
を
一
ど
き
に
兼
任
し
て
い
る
と
。

　
本
稿
五
八
頁
の
第
2
表
に
よ
れ
ば
、
一
九
一
八
年
は
じ
め
か
ら
の
一
年
間
に
、
労
働
者
党
員
の
比
率
は
約
九
％
も
減
っ
て
い
る
。
他
方
、
農

民
党
員
の
比
率
は
幾
分
ふ
え
て
い
る
。
　
「
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
・
そ
の
他
」
の
比
率
は
微
増
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
絶
対
数
の

伸
び
率
は
労
働
者
党
員
の
そ
れ
よ
り
は
る
か
に
大
き
い
。
農
民
や
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
…
の
増
大
は
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
が
政
権
を
掌
握
し
て
全

国
家
的
活
動
に
関
与
し
始
め
た
こ
と
、
し
か
も
、
最
初
提
携
し
て
い
た
左
翼
エ
ス
エ
ル
を
含
む
他
の
諸
政
党
が
、
す
べ
て
公
然
た
る
政
治
舞
台

か
ら
姿
を
消
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。

　
さ
ら
に
、
共
産
党
に
と
っ
て
悲
劇
的
だ
っ
た
の
は
、
労
働
者
階
級
が
、
当
面
、
有
能
な
行
政
官
や
事
務
員
を
多
数
国
家
に
供
給
で
き
な
か
っ

た
ば
か
り
で
な
く
、
階
級
そ
れ
自
体
が
崩
壊
に
瀕
し
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
ソ
ビ
エ
ト
・
μ
シ
ア
の
工
業
生
産
は
、
原
料
の
杜
絶
、
燃
料
の

不
足
、
運
輸
の
停
滞
等
の
た
め
に
、
奈
落
へ
と
転
落
し
つ
つ
あ
っ
た
。
工
場
の
操
業
停
止
や
飢
餓
の
た
め
に
、
労
働
者
階
級
は
離
散
し
始
め
た
。

一
九
一
九
年
の
工
業
労
働
者
の
総
数
は
、
二
年
前
の
半
分
に
ま
で
減
少
し
て
い
た
（
第
5
表
）
。
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ロシア共産党の社会的構成（尼州）

　　　　　　　　　　第5表　センサスの紺象となった工業の労働者数

1917年に対する百
分目
　　　　　　　（90）

100．0

77．5

5L4

47．1

45．6

42．2

（90）

年間の減少
（千人）1

22．5

33，6

8．4

3．1

7．5

585．3

676．6

111．7

3Z4

89．2

平　均　数
　　　（千人）

2596．4

201L1

1334．5

1222．8

1185．5

1096．2

年

1917

1918

1919

1920

1921

1922

M3i｛eHeHvan　B　gncneHHocTi｛　ii　cocTaBe　coBeTcKoro　pa6011evo　Knacca．　M．，　1961，　cTp．　9．

　
無
論
、
労
働
者
党
員
の
絶
対
数
は
年
ご
と
に
ふ
え
続
け
て
い
る
。
し
か
し
、
党
内
で
は
労
働
者
党
員

以
上
に
他
の
階
層
の
出
身
老
が
増
大
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
、
多
く
の
労
働
考
党
員
が
抜
擢
さ

れ
、
国
家
や
党
の
機
構
の
重
要
ポ
ス
ト
に
吸
収
さ
れ
て
い
た
。
サ
ブ
ロ
ー
ノ
ブ
や
ム
ゲ
ラ
ー
ゼ
ら
元
の

左
翼
共
産
主
義
者
は
、
こ
こ
に
も
危
険
を
見
た
。
そ
れ
ら
の
労
働
者
党
員
は
官
僚
と
な
り
、
旧
官
僚
層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

が
も
ち
込
ん
だ
悪
習
に
も
染
ま
り
、
い
ま
や
労
働
老
大
衆
か
ら
遊
離
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
国
内
人
口
の
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
農
民
と
党
機
関
と
の
関
係
に
も
、
特
に
大
き
な
注
意
が
向
け
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

れ
て
い
る
。
平
行
し
て
開
か
れ
て
い
た
農
業
部
会
で
は
、
従
来
の
政
策
が
修
正
さ
れ
、
　
「
中
農
と
の
同

盟
」
へ
の
方
向
転
換
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
組
織
部
会
で
も
、
地
方
の
党
員
や
窟
僚
の
横
暴
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

行
為
が
多
く
の
農
民
の
「
深
い
憎
悪
」
を
引
き
起
こ
し
、
党
と
農
民
と
の
関
係
を
極
度
に
悪
化
さ
せ
て

い
る
、
と
い
う
指
摘
が
再
三
再
四
な
さ
れ
る
と
と
も
に
、
農
村
で
の
党
組
織
建
設
や
宣
伝
扇
動
活
動
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

一
層
の
強
化
が
、
強
く
要
望
さ
れ
て
い
る
。

　
大
き
な
権
限
を
与
え
ら
れ
た
党
員
や
官
僚
の
無
法
行
為
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
発
言
者
が
言
及
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
た

い
る
。
ノ
ギ
ソ
は
、
中
央
で
あ
れ
地
方
で
あ
れ
、
多
数
の
党
活
動
家
が
、
酒
浸
り
、
乱
痴
気
騒
ぎ
、
収

賄
、
強
奪
等
の
「
身
の
毛
の
よ
だ
つ
」
悪
行
を
働
い
て
い
る
と
述
べ
、
彼
ら
を
党
か
ら
追
い
出
す
こ
と

　
　
　
　
⑳

を
要
求
し
た
。

　
ま
た
、
党
員
資
格
が
個
人
的
利
益
や
地
位
獲
得
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
た
。
ジ
ノ

ヴ
ィ
エ
フ
は
、
党
員
証
が
五
〇
〇
～
一
〇
〇
〇
ル
ー
ブ
リ
と
い
う
値
段
で
売
買
さ
れ
て
い
る
例
や
、
夜

八
時
に
地
区
委
員
会
に
現
わ
れ
、
「
明
日
、
職
を
探
し
に
い
く
の
で
、
今
日
中
に
党
員
証
が
ほ
し
い
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
っ
た
と
い
う
男
の
例
を
あ
げ
て
い
る
。
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⑳

　
組
織
部
会
の
討
議
の
の
ち
、
部
会
か
ら
委
任
さ
れ
て
、
ジ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
が
中
心
に
な
り
数
名
の
委
員
と
と
も
に
作
成
し
た
「
組
織
問
題
に
つ

い
て
」
の
決
議
は
い
う
。
ー
ロ
シ
ア
共
産
党
は
権
力
の
座
に
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
優
良
な
分
子
と
並
ん
で
「
充
分
に
共
産
主
義
的
で
は
な
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

そ
れ
ど
こ
ろ
か
全
く
の
と
り
い
り
分
子
」
、
出
世
主
義
分
子
が
「
大
波
と
な
っ
て
」
党
内
に
流
入
し
て
い
る
と
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
党
は
大
衆
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

ら
完
全
に
遊
離
し
て
し
ま
う
に
相
違
な
か
っ
た
。
従
来
の
入
党
制
限
策
の
手
直
し
だ
け
で
は
充
分
で
は
な
く
、
「
大
規
模
な
粛
清
。
①
唱
瓢
ω
禺
器

　
　
㊧

．
ミ
昏
ミ
蓉
」
が
必
要
で
あ
っ
た
。
さ
っ
そ
く
五
月
に
全
国
的
再
登
録
を
実
施
す
る
こ
と
、
そ
の
さ
い
、
党
が
権
力
を
掌
握
し
た
の
ち
に
入
党
し
た

　
　
、
・
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

者
に
特
別
の
注
意
が
向
け
ら
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
た
だ
単
に
腐
敗
分
子
を
除
去
し
、
健
全
分
子
、
で
き
れ
ば
健
全
な
労
働
者
分
子
を
党
内
に
残
す
だ
け
で
は
、
問
題
は
片
付
か
な
か

っ
た
。
も
う
一
つ
の
焦
眉
の
課
題
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
鉄
道
、
食
糧
、
軍
隊
等
の
分
野
で
増
大
し
つ
つ
あ
っ
た
国
家
的
活
動
に
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

要
な
要
員
を
、
共
産
党
か
ら
大
童
に
補
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
ジ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
が
強
調
し
た
点
で
あ
り
、
決
議
の
な
か
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

党
の
現
時
点
で
の
「
最
も
重
要
な
課
題
の
一
つ
」
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
国
家
活
動
に
必
要
な
人
材
を
供
給
し
、
さ
ら
に
現
在
国
家
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

動
に
配
置
さ
れ
て
い
る
が
「
官
僚
主
義
に
感
染
し
、
大
衆
か
ら
遊
離
し
て
い
る
」
多
く
の
党
員
を
浄
化
し
、
党
外
大
衆
の
信
頼
を
回
復
す
る
た

め
に
は
、
解
決
策
は
、
「
都
市
と
農
村
の
健
全
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
分
子
偏
の
大
量
採
用
し
か
な
か
っ
た
。
決
議
は
「
労
働
者
、
婦
人
労
働
者
、
青

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

年
農
民
」
に
「
党
の
門
戸
を
広
く
開
放
す
る
」
こ
と
を
宣
雷
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
他
方
、
　
「
労
働
者
と
農
民
以
外
の
分
子
の
入
党
は
、
厳
し
い
選
択
の
も
と
で
行
な
わ
れ
る
べ
き
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
党
は
、
　
「
そ
の
社

会
的
構
成
に
生
じ
る
変
化
し
を
注
意
深
く
見
守
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
各
党
組
織
は
、
自
己
の
社
会
的
構
成
を
正
確
に
把
握
し
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
定
期
的
に
報
告
す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
た
。

　
こ
こ
で
、
ち
ょ
っ
と
注
目
し
た
い
の
は
、
決
議
の
な
か
で
の
農
民
へ
の
欝
及
で
あ
る
。
決
議
は
、
あ
る
箇
所
で
は
「
農
村
の
プ
μ
レ
タ
リ
ア

分
子
」
、
あ
る
箇
所
で
は
「
青
年
農
畏
」
、
ま
た
あ
る
箇
所
で
は
門
農
民
偏
を
積
極
的
に
採
用
す
べ
き
者
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
筆
者
は
、
こ
の

乱
れ
が
、
こ
の
時
点
で
の
、
農
民
に
対
す
る
党
の
微
妙
な
立
場
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
純
然
た
る
農
村
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
が
労
働
者
と
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ロシア共産党の社会的構成（尼JEi）

と
も
に
積
極
的
採
用
の
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
が
、
中
農
と
の
同
盟
へ
の
政
策
転
換
が
要
求
さ
れ
て
い
る
状
況
の
も
と
で
、

「
農
属
」
と
い
う
語
に
は
、
中
農
へ
の
考
慮
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
に
し
て
腐
敗
分
子
の
排
除
お
よ
び
労
働
者
・
農
民
（
特
に
農
村
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
な
い
し
青
年
農
民
）
の
積
極
的
採
用

と
い
う
方
針
が
定
め
ら
れ
た
が
、
決
議
は
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
、
現
在
大
衆
か
ら
遊
離
し
て
い
る
多
数
の
党
員
を
再
度
大
衆
に
近
づ

け
る
具
体
策
を
も
提
示
し
て
い
る
。
決
議
は
、
　
「
大
衆
と
の
結
び
つ
き
」
と
い
う
項
醤
の
な
か
で
次
の
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
　
「
コ
ム
ニ
ス
ト

と
ソ
ビ
エ
ト
の
メ
ン
バ
ー
は
、
二
週
間
に
一
度
、
自
分
の
選
挙
人
に
報
告
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
連
続
三
カ
月
以

上
純
然
た
る
ソ
ビ
エ
ト
活
動
に
従
事
し
た
労
働
者
は
、
少
く
と
も
一
カ
月
間
、
工
場
に
呼
び
戻
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

　
選
挙
人
や
元
の
職
場
と
の
結
び
つ
き
の
維
持
を
指
示
し
た
、
こ
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
実
の
と
こ
ろ
、
組
織
部
会
で
は
全
く
論
議
が
な
さ
れ

て
い
な
い
の
で
あ
る
。
組
織
部
会
後
、
ジ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
が
決
議
を
作
成
し
た
さ
い
に
、
こ
の
規
定
が
挿
入
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
元
々

の
出
所
は
ど
こ
で
あ
ろ
う
か
。
筆
老
は
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
え
な
い
。
し
か
し
、
と
も
か
く
党
大
会
で
、
主
流
派
の
ジ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
ら
の
手
で

こ
の
よ
う
な
規
定
が
決
議
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
興
味
深
い
。
党
大
会
の
総
会
で
決
議
の
こ
の
部
分
を
読
み
あ
げ
る
に
あ
た
っ
て
、
ジ

ノ
ヴ
ィ
エ
フ
は
、
労
働
者
の
代
表
の
最
良
の
者
で
も
、
半
年
も
工
場
に
い
か
な
け
れ
ば
一
定
程
度
大
衆
か
ら
遊
離
し
て
し
ま
う
、
と
述
べ
て
い

⑬る
。
同
様
の
見
解
は
組
織
部
会
で
ム
ゲ
ラ
ー
ゼ
ら
が
す
で
に
表
明
し
て
い
た
が
、
そ
の
危
険
へ
の
対
策
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
規
定
が
、
党
の

決
議
に
含
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
注
臼
に
値
す
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
規
定
が
、
現
実
に
ど
こ
ま
で
実
施
さ
れ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
ソ
連
の
研
究
書
は
、
管
見
の
限
り
で
は
、
こ

の
規
定
に
一
切
触
れ
て
い
な
い
。
こ
の
規
定
は
、
同
じ
く
第
八
回
党
大
会
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
新
党
綱
領
の
経
済
部
門
の
第
五
項
、
即
ち
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

働
組
合
に
国
民
経
済
の
管
理
を
委
ね
た
条
項
と
岡
様
に
、
国
内
戦
下
の
当
時
の
困
難
な
状
況
の
な
か
で
は
、
恐
ら
く
共
産
党
の
高
い
目
標
を
示

す
だ
け
の
も
の
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
し
か
す
る
と
i
l
こ
れ
は
全
く
筆
者
の
推
測
に
す
ぎ
な
い
が
1
第
八
回
党
大

会
の
直
後
、
一
労
働
者
が
始
め
た
「
共
産
主
義
土
曜
労
働
」
、
即
ち
自
発
駒
な
時
間
外
無
給
集
団
労
働
へ
の
参
加
が
、
定
期
的
職
場
復
帰
の
代
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替
物
と
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
レ
ー
ニ
ン
が
絶
賛
し
た
こ
の
「
共
産
主
義
土
曜
労
働
」
は
一
九
二
〇
年
に
最
高
潮
に
達
す
る
が
、
党
員
は
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

れ
に
参
加
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
不
参
加
は
、
党
員
再
登
録
の
さ
い
、
除
名
の
理
由
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
第
八
回
党
大
会
は
、
は
じ
め
て
入
党
条
件
に
、
労
働
者
と
農
民
（
も
し
く
は
青
年
農
罠
）
と
そ
れ
以
外
の
者
と
の
区
別
を
も
ち
こ
む
こ
と
を

決
定
し
た
。
ジ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
の
よ
う
な
党
の
最
高
幹
部
が
自
ら
そ
の
よ
う
な
決
定
を
行
な
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
す
で
に
こ
の
時
点
で
、

党
と
大
衆
と
の
関
係
が
、
あ
る
べ
き
形
か
ら
梢
当
に
ず
れ
て
き
て
い
る
と
い
う
意
識
が
、
指
導
部
内
で
も
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

　
こ
の
と
き
ま
で
に
レ
ー
ニ
ン
は
、
彼
が
『
国
家
と
革
命
』
の
な
か
で
善
導
し
た
よ
う
な
国
家
行
政
や
工
業
管
理
に
つ
い
て
の
楽
観
的
な
見
地

か
ら
離
れ
て
お
り
、
　
門
知
識
、
技
術
、
経
験
の
、
い
ろ
い
ろ
な
部
門
の
専
門
家
に
よ
る
指
導
が
な
く
て
は
、
社
会
主
義
に
移
る
こ
と
は
で
き
な

⑳い
」
と
い
い
切
り
、
ソ
ビ
エ
ト
機
構
に
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
専
門
家
」
を
高
給
を
も
っ
て
迎
え
入
れ
て
い
た
。
一
九
一
八
年
末
に
は
、
以
前
の
雇
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

者
や
技
術
者
が
、
重
要
な
工
業
管
理
機
関
の
入
寮
構
成
に
お
い
て
多
数
を
占
め
、
政
策
を
指
導
し
て
い
る
こ
と
が
糊
明
し
た
。
ソ
ビ
エ
ト
機
構

の
多
く
の
部
局
で
も
、
帝
政
時
代
か
ら
の
官
吏
や
技
師
が
働
い
て
い
た
。
赤
軍
で
も
ま
た
、
一
九
一
八
年
末
ま
で
に
、
二
万
人
以
上
の
以
前
の

将
校
が
指
揮
官
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
。

　
労
働
者
出
身
の
各
分
野
の
専
門
家
が
充
分
養
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
以
上
、
ソ
ビ
エ
ト
国
家
が
外
敵
の
攻
撃
に
耐
え
て
生
き
残
る
た
め
に
は
、

こ
れ
ら
ブ
ル
ジ
ョ
ア
専
門
家
へ
の
依
拠
は
不
可
避
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
旧
官
僚
層
は
、
大
衆
と
の
遊
離
を
も
た
ら

す
官
僚
主
義
を
ソ
ビ
エ
ト
国
家
に
も
ち
こ
ん
で
い
る
と
も
見
な
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
専
門
家
の
な
か
に
は
国
家
の
基
本
方
針
に
同
意

で
き
な
い
人
々
も
多
数
い
た
し
、
軍
事
専
門
家
の
な
か
に
は
白
衛
軍
に
寝
返
る
老
も
現
わ
れ
た
。
加
う
る
に
、
こ
れ
ら
専
門
家
の
利
用
は
、
一

〇
月
革
命
の
理
念
や
従
来
の
党
の
教
義
に
背
馳
し
て
お
り
、
　
一
部
の
労
働
老
や
党
員
の
憤
激
を
喚
起
せ
ず
に
は
い
な
か
っ
た
。
当
初
の
革
命
原

理
と
ソ
ビ
エ
ト
政
府
の
政
策
と
の
合
一
を
希
求
す
る
彼
ら
の
声
は
、
す
で
に
左
翼
共
産
主
義
者
の
要
求
に
反
映
し
て
い
た
が
、
や
が
て
民
主
主

義
的
中
央
集
権
派
や
労
働
者
反
対
派
の
主
張
に
結
集
す
る
こ
と
に
な
る
。
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　　　　　　　　　　　第6表 ロシア共産党大会代議員の社会的構成

成構的会社

明則査7砧趨ラ1不労働者1農

　
　
　
　
一

一
＝
偽

　
　
　
　
1
6

101（59．190）

　26（86．7ere）

197（64．690）

236（44，590）

396（57．4ero）

235（45．Oero）

一

24（4．590）

21（3．090）

37（7．190）

70（40．990）

　4（13．3　90）

108（35．4％）

27e（51．ege）

257（37．390）

250　（47．9　ero）

調査され
た代議員
の数￥＊

171（10e％）

30（10090）

305（10090）

s3e　aoo　er，　）

690（100cro）

522（100％）

代議員の数＊党大会

躍
磁
極
描
鵬
脚

VI（1917年）

V紅（1918年）

、盤（1919年）

琵く（1920年）

X（1921年）

Xi（1922年）

BC3，　1－oe　I｛3A．，　T，　11，　M．一」1．，　1930，　cToJ16．　539－540，　Ta6」IH賦a　工7

議員をも含む．＊＊第9回大会以降は議決権を有する代議眞のみ．

より作成，＊審議権だけの代

　
同
時
に
政
府
と
農
民
と
の
あ
い
だ
の
亀
裂
も
深
ま
っ
て
い
た
。
い
っ
た
ん
土
地
を
獲
得
し
て
し
ま

r
う
と
、
　
農
民
は
も
は
や
都
市
に
お
け
る
革
命
の
成
り
ゆ
き
に
は
、
　
ほ
と
ん
ど
関
心
を
も
た
な
か
っ

た
。
一
九
一
八
年
四
～
五
月
目
、
都
市
の
食
糧
事
情
は
危
機
的
状
況
を
迎
え
た
。
工
業
の
崩
壊
の
た

め
都
市
と
農
村
と
の
商
品
交
換
関
係
は
潰
え
、
穀
物
が
都
市
に
搬
入
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
五
月
以
降
、

政
府
は
食
糧
独
裁
を
宣
言
し
、
食
糧
徴
発
部
隊
を
農
村
に
派
遣
し
、
　
さ
ら
に
、
短
期
間
な
が
ら
、

農
村
で
の
階
級
闘
争
の
拠
点
た
る
べ
き
貧
農
委
員
会
を
設
置
し
た
。
’
翌
年
一
月
に
は
食
糧
割
当
微
発

が
開
始
さ
れ
た
。
し
か
し
、
土
地
革
命
に
よ
っ
て
著
し
く
中
農
化
し
て
い
た
農
民
は
、
多
く
の
場
合

　一

ﾌ
と
な
っ
て
政
府
の
農
業
・
食
糧
政
策
に
抵
抗
し
続
け
、
一
部
で
は
一
揆
ま
で
起
こ
し
た
の
で
あ

　
⑲る
。

　
第
八
團
党
大
会
で
は
、
農
民
ー
ー
と
り
わ
け
、
富
農
に
加
え
ら
れ
多
は
ず
の
攻
撃
を
し
ば
し
ば
蒙

　
つ
た
中
農
ー
ー
が
政
府
や
党
に
対
し
て
強
い
不
満
を
い
だ
い
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
党
は
、
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

当
徴
発
は
続
行
し
な
が
ら
も
、
　
「
中
農
と
の
同
盟
」
を
宣
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
第
八
回
党
大
会
ま
で
に
は
、
政
府
・
党
と
、
本
来
そ
れ
を
支
え
て
い
る
は
ず
の
労

働
者
農
民
大
衆
と
の
あ
い
だ
の
懸
隔
が
拡
大
し
つ
つ
あ
り
、
党
も
そ
れ
に
気
づ
い
て
い
た
。
筆
者
に

は
、
大
衆
か
ら
の
遊
離
へ
の
危
惧
が
、
国
内
戦
さ
な
か
の
こ
の
時
期
非
常
に
高
ま
り
、
そ
れ
が
党
組

織
の
面
で
、
一
方
で
国
家
活
動
の
要
員
確
保
の
問
題
、
他
方
で
官
僚
制
打
破
の
問
題
と
密
接
に
か
ら

み
あ
い
な
が
ら
、
労
働
者
と
農
民
の
優
先
的
採
用
の
決
定
を
引
き
轟
し
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

党
内
の
腐
敗
分
子
の
一
掃
、
党
の
社
会
的
構
成
の
改
善
の
決
定
の
ね
ら
い
は
、
党
と
政
府
の
諸
政
策

に
反
発
し
、
離
反
の
兆
し
を
冤
せ
た
労
働
者
と
農
民
を
再
度
自
分
の
側
に
引
き
寄
せ
る
こ
と
で
あ
っ
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第7表　党中央委員（1917－1922）の出身と経歴

申央委員＊
1当選圓数 親の職業・階層 学　　歴聯・職　　歴

E瀬．レーニン 7 視学官 カザソ大学

賊。B．スターリン 7 製鞍工 チフリス神学校

r．H．ジノヴィエフ 7 中産階級下層 ベルン大学

Φ．A．ジェルジソスキー 6 小貴族 申学校

几几　トロツキー 6 農場経嘗者 オデッサ大学

几B．カーメネフ 6 技　師 モスクワ大学

H．H．ブハーリン 6 激　師 モスクワ大学・ウィーン大学

X．r．ラコフスキー 4 地　主 ソフィア大学～

砥。H。カリ心心ン 4 農畏 労働者

瓢．H．トムスキー 4 労働者 労働者

A，珂．ルイコフ 4 農民 カザン大学

Φ。A．アルチョーム 4 農民 モスクワ工専

H．H．クレスチンスキー 4 教　師 ペテルブルグ大学

K．B．ラデツク 4 郵便局員 若年より活動家

H．T．スミルガ 4 農畏 若年より活動家

RH。ミリューチソ 3 教師 文筆家・経済学者

級．∂．ルズターク 3 農業労働者 労働者

r．分．　ソコーリニコフ 3 医　師 上級教育

E．無．スタソワ 2 法律家 労働者のための日曜学校撒師

赫．K．ムラノフ 2 農民 金属労働者

r．レ1．ペトロフスキー 2 仕立屋 労働者

E．瓢．ヤロスラフスキー 2 流刑移住農民 労働者

B．H．ノギン 2 商人 染物工

K．E．ウオロシーロフ 2 労働者 労働者

群口．スヴェルドロフ 2 製版職入 薬剤師見習

溝．B．フルンゼ 2 君護長（父），燧民（母） ペテルブルグ工専

r．K．　オノレジョニキーゼ 2 貴族 チフリス君護手学校

B．踊．モロトフ 2 商人 ペテルブルグ工専

の．H．セレブリヤロフ 2 ～ 金属労働者
恥

A．A，アンドレーエフ 2 農民 労働者

BC3，2－oe　H3几、3－oe　ti3A．；CoBeTcKa兄　HcTopHqecKafi　eHxxmKaoneAtm。　M．，1961－1976；　陥。　evcvs

彫。¢πthe　USSR，　Metuchen，1972等より作成．＊当選回数の多い顧，ついで年齢1頂に配列。

＊s，中退を含む。
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Pシア共産党の社会的構成（尼川）

た
。
無
論
、
他
方
で
、
党
は
、
労
働
者
に
不
人
気
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
専
門
家
の
利
用
、
農
民
の
怨
瑳
の
的
で
あ
る
食
糧
割
当
徴
発
を
撤
廃
す
る
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

も
り
は
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
党
機
構
の
中
央
集
権
化
は
一
段
と
強
化
さ
れ
、
選
挙
制
に
か
わ
る
任
命
制
の
拡
大
が
、
あ
ら
た
な
軋
櫟
を
呼
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

起
こ
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
や
や
脇
道
に
そ
れ
て
、
党
の
上
層
部
分
の
社
会
的
構
成
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。
第
6
表
は
、
第
六
～
＝
回
大
会
に
参
加
し
た

代
議
員
の
社
会
的
期
成
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
農
に
一
定
の
接
近
を
試
み
た
第
八
回
党
大
会
以
後
に
農
民
代
議
員
が
ち
ら
ほ
ら
出
て
く
る

の
は
興
味
深
い
が
、
第
八
回
党
大
会
ま
で
は
、
労
働
老
と
「
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
・
そ
の
他
」
し
か
い
な
い
。
両
者
の
比
率
に
は
変
動
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
へ

第
六
回
党
大
会
に
は
労
働
者
党
員
が
多
数
参
加
し
て
い
る
も
の
の
、
次
の
第
七
回
臨
時
党
大
会
で
は
、
出
席
し
た
少
人
数
の
代
議
員
の
大
多
数

は
「
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
・
そ
の
他
」
に
属
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
少
人
数
の
代
議
員
が
、
党
の
最
上
層
部
の
人
々
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
彼
ら
の
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ち
で
一
九
〇
五
年
ま
で
に
入
党
し
た
者
の
比
率
が
七
〇
％
と
異
常
に
高
い
こ
と
か
ら
も
推
測
で
き
る
。

　
次
に
第
7
蓑
に
移
ろ
う
。
こ
れ
は
、
一
九
一
七
年
か
ら
一
ご
一
年
ま
で
に
党
中
央
委
員
に
選
出
さ
れ
た
入
々
の
出
身
と
経
歴
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
当
選
回
数
の
多
い
人
々
、
即
ち
党
の
頂
点
に
位
置
す
る
人
々
は
、
ほ
と
ん
ど
イ
ン
テ
リ
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
し
か
し
、
党
内

で
彼
ら
の
出
自
が
と
り
た
て
て
問
題
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
ら
こ
そ
は
党
を
創
建
し
、
指
導
し
続
け
て
き
た
人
々
で
あ
っ

て
、
一
般
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
や
イ
ン
テ
リ
と
同
列
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
第
八
回
党
大
会
で
は
、
オ
シ
ソ
ス
キ
ー
（
彼

自
身
は
イ
ン
テ
リ
）
は
、
こ
の
中
央
委
員
を
も
「
労
働
老
化
す
る
。
嚇
O
o
岨
弩
置
こ
と
を
、
つ
ま
り
中
央
委
員
を
増
員
し
て
労
働
者
出
身
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

央
委
員
を
ふ
や
す
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
結
局
、
中
央
委
員
の
増
員
の
み
が
決
定
さ
れ
た
の
だ
が
、
オ
シ
ソ
ス
キ
ー
の
こ
の
提
案
は
、
晩
年

の
レ
…
ニ
ソ
が
い
わ
ゆ
る
遺
書
（
「
大
会
へ
の
手
紙
」
）
の
な
か
で
行
な
っ
た
、
中
央
委
員
会
の
拡
大
と
そ
の
労
働
者
化
の
提
案
を
（
そ
の
有
効
性

の
評
価
は
別
と
し
て
）
我
々
に
思
い
起
こ
さ
せ
る
。

　
第
八
團
党
大
会
で
定
め
ら
れ
た
全
国
的
な
党
員
再
登
録
は
、
一
九
一
九
年
な
か
ご
ろ
に
実
施
さ
れ
、
事
実
上
、
党
の
、
革
命
後
の
最
初
の
主

要
な
粛
清
と
な
っ
た
。
　
「
非
共
産
主
義
分
子
を
、
主
と
し
て
党
の
支
配
的
地
位
の
ゆ
え
に
入
党
し
、
党
員
の
称
号
を
自
分
の
個
人
的
な
利
益
の
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⑯

た
め
に
利
用
し
て
い
る
人
々
を
、
党
か
ら
一
掃
す
る
」
と
い
う
の
が
、
こ
の
再
登
録
の
冒
的
で
あ
っ
た
。

　
地
方
委
員
会
は
、
次
の
よ
う
な
党
員
に
新
し
い
党
員
証
を
交
付
し
な
い
よ
う
指
示
さ
れ
た
。
ω
コ
ム
ニ
ス
ト
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
行
為
（
酒

煙
り
、
個
人
的
利
益
の
た
め
に
党
員
の
称
号
を
利
用
す
る
こ
と
等
）
を
し
た
者
、
②
赤
軍
脱
走
兵
、
③
党
の
決
定
に
背
い
た
老
、
ω
正
当
な
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

由
な
く
党
の
集
会
に
出
席
し
な
か
っ
た
者
、
㈲
党
費
を
納
め
な
い
者
、
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
出
身
階
級
（
層
）
に
関
す
る
特
別
の
規
定
は
な

い
。

　
こ
の
全
国
的
再
登
録
の
期
間
中
、
農
民
を
多
く
含
む
党
組
織
の
党
員
数
は
激
減
し
た
と
い
う
。
た
と
え
ば
、
一
九
一
九
年
の
三
月
か
ら
六
月

に
か
け
て
、
中
央
黒
土
地
帯
の
子
堕
の
党
員
の
六
二
％
が
党
を
去
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
市
組
織
で
は
、
党
員
の
四
六
％
が

離
党
し
た
に
と
ど
ま
り
、
し
か
も
労
働
者
の
多
い
地
区
で
は
離
党
者
は
特
に
少
な
か
っ
た
と
い
う
。
だ
が
、
こ
の
再
登
録
に
よ
っ
て
離
党
し
た

者
の
数
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
と
き
の
離
党
は
、
必
ず
し
も
再
登
録
に
起
因
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
一
九
↓
九
年
な
か
ご
ろ
、
国
内
戦
は
ソ
ビ
エ
ト
政
府
側
に
と
っ
て
危
機
的
な
段
階
に
入
り
、
党
員
は
戦
線
に
優
先
的
に
動
員
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
の
と
き
多
数
の
党
員
が
、
戦
線
へ
の
動
員
を
嫌
っ
て
離
党
し
た
と
い
わ
れ
る
。
再
登
録
、
動
員
、
ソ
ビ
エ
ト
支
配
領
域
の
縮
小
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

が
重
な
っ
た
結
果
、
党
員
は
一
九
一
九
年
三
月
の
三
五
万
人
か
ら
、
同
年
八
月
の
一
五
万
人
に
ま
で
激
減
し
た
と
い
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
リ
グ
ビ
ー
は
、
　
軍
に
関
す
る
章
で
、
　
ソ
連
の
ペ
ト
ロ
フ
の
著
作
の
数
字
を
引
用
し
、
　
国
内
戦
で
の
党
員
戦
死
者
の
数
を
二
〇
万
と
し
て
い

　
＠
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
ス
ト
ル
ミ
リ
ソ
に
よ
れ
ば
、
一
九
一
八
年
か
ら
二
〇
年
ま
で
の
党
員
戦
死
者
数
は
合
計
四
万
九
五
一

　
　
　
＠

○
で
あ
る
。
　
『
ソ
ビ
エ
ト
歴
史
百
科
事
典
』
も
、
国
内
戦
中
に
戦
死
し
た
コ
ム
ニ
ス
ト
（
党
員
候
補
を
含
む
）
の
数
を
五
万
以
上
と
兇
積
っ
て

　
⑭
い
る
。
五
万
人
も
の
党
員
の
戦
死
は
、
た
だ
で
さ
え
人
材
不
足
に
悩
ん
で
い
た
ロ
シ
ア
共
産
党
に
と
っ
て
、
大
き
な
損
失
で
あ
っ
た
に
訳
註
な

い
。

　
｝
九
一
九
年
夏
ま
で
に
党
員
数
は
激
減
し
た
。
第
八
圓
党
大
会
で
決
定
さ
れ
た
労
働
者
と
農
民
の
積
極
的
引
き
入
れ
の
実
施
は
、
い
ま
や
急

を
要
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
党
は
一
九
一
九
年
の
後
半
、
全
国
で
「
党
週
間
翠
鷲
憂
顔
舘
詳
知
蕾
」
を
挙
行
し
た
。
こ
の
週
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ロシア共産党の社会的溝成（尼川）

間
中
は
面
倒
な
手
続
き
は
一
切
省
略
さ
れ
、
募
集
集
会
が
工
場
や
兵
営
で
開
か
れ
た
。
募
集
の
対
象
は
、
労
働
者
、
農
民
、
赤
軍
兵
士
に
限
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

さ
れ
、
そ
れ
以
外
の
者
の
入
党
は
禁
じ
ら
れ
た
。
　
　
　
　
　
r

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
カ

　
党
週
間
は
、
数
の
上
で
は
目
覚
し
い
成
功
を
収
め
た
。
一
九
一
九
年
の
一
〇
～
一
二
月
に
入
党
し
た
老
は
二
〇
万
を
越
し
、
そ
の
う
ち
半
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

以
上
が
労
働
者
で
あ
っ
た
、
と
公
式
報
告
は
述
べ
て
い
る
。
摩
糠
閾
終
了
後
も
党
員
数
は
ふ
え
続
け
、
一
九
二
〇
年
三
月
に
は
六
一
万
に
、
二

一
年
三
月
に
は
七
三
万
に
達
し
た
（
第
1
表
）
。
党
細
胞
が
農
村
に
広
範
に
設
立
さ
れ
始
め
た
の
も
、
こ
の
時
期
で
あ
る
。
一
九
二
〇
年
三
月
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

第
九
回
党
大
会
の
決
定
に
基
づ
き
、
党
は
多
数
の
活
動
家
を
地
方
に
派
遣
し
、
党
細
胞
を
倍
増
さ
せ
た
。

　
再
登
録
に
よ
る
粛
清
と
党
週
閣
に
よ
る
大
量
採
用
は
、
腐
敗
分
子
を
都
市
と
農
村
の
健
全
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
分
子
に
お
き
か
え
、
党
の
官
僚

制
化
の
傾
向
を
阻
止
す
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
分
子
の
大
半
は
、
直
ち
に
党
機
構
と
国
家
機
構
に
吸
収

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
五
八
百
ハ
の
第
2
表
に
戻
ろ
う
。
そ
こ
で
は
、
　
一
九
一
九
～
二
〇
年
ご
ろ
の
全
党
員
の
四
、
五
割
を
労
働
者
が
占
め
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
「
労
働
老
」
と
い
う
の
は
、
前
述
の
よ
う
に
「
社
会
的
状
態
」
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
「
現
在
の
職
業
偏
と
は
一
致
し
な

い
。
こ
の
時
期
の
党
員
の
「
現
在
の
職
業
」
に
つ
い
て
は
包
括
的
な
デ
ー
タ
が
な
い
が
、
一
九
一
九
年
一
〇
月
、
一
万
七
三
一
三
人
の
党
員
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

つ
い
て
党
中
央
委
員
会
が
行
な
っ
た
調
査
の
結
果
が
参
考
に
な
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
の
う
ち
一
一
％
だ
け
が
現
在
工
場
で
働
い
て
い
た
。

六
〇
％
以
上
が
国
家
や
党
の
機
構
の
職
員
で
あ
っ
た
。
二
七
％
が
赤
軍
の
な
か
に
い
た
が
、
そ
の
多
く
が
指
導
的
職
務
に
つ
い
て
い
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

　
国
家
や
党
の
機
構
内
に
吸
収
さ
れ
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
分
子
た
ち
が
腐
敗
分
子
に
変
質
す
る
危
険
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
党
指
導
者
た
ち
は
、

そ
れ
ほ
ど
大
き
な
危
惧
を
い
だ
い
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
無
論
、
第
八
回
党
大
会
で
ジ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
も
表
明
し
た
、
最
良
の
労
働
者

と
い
え
ど
も
元
の
職
場
か
ら
長
く
離
れ
る
な
ら
ば
大
衆
か
ら
遊
離
し
て
し
ま
う
、
と
い
う
認
識
を
、
党
の
指
導
者
た
ち
が
完
全
に
忘
失
し
て
し

ま
っ
た
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
だ
が
、
国
内
戦
が
一
段
落
つ
き
経
済
再
建
が
日
程
に
の
ぼ
せ
ら
れ
た
一
九
二
〇
年
の
春
に
な
っ
て
も
、
　
「
共
産
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主
義
土
曜
労
働
」
は
活
発
化
さ
れ
た
も
の
の
、
労
働
者
出
の
党
員
の
定
期
的
工
場
復
帰
の
よ
う
な
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
措
麗
が
実
施
さ
れ
た
痕

跡
は
な
い
。
他
方
で
、
こ
の
一
九
二
〇
年
に
は
、
党
員
の
上
層
部
分
の
腐
敗
や
大
衆
と
の
遊
離
、
ま
た
党
員
間
の
不
平
等
の
拡
大
な
ど
が
目
に

つ
く
よ
う
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
経
済
崩
壊
へ
の
対
策
に
没
頭
し
て
い
た
党
指
導
者
た
ち
の
目
は
、
党
と
国
家
の
官
僚
綱
化
傾
向
、
大
衆

と
の
遊
離
の
傾
向
の
方
に
は
、
あ
ま
り
向
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
リ
グ
ビ
ー
は
、
党
指
導
者
た
ち
の
楽
観
的
な
見
方
を
支
え
て
い
た
も
の
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
点
を
あ
げ
て
い
る
。
l
l
指
導
者
た
ち
は
、

都
市
や
農
村
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
分
子
は
他
の
階
層
に
く
ら
べ
て
官
職
の
誘
惑
に
屈
す
る
こ
と
が
少
な
い
、
と
い
う
命
題
を
受
け
容
れ
、
ま
た
こ

れ
ま
で
実
施
さ
れ
て
き
た
党
員
候
補
の
制
度
等
の
効
能
に
信
頼
を
お
い
て
お
り
、
さ
ら
に
、
国
内
戦
の
さ
な
か
、
政
府
が
危
機
に
瀕
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

と
き
に
進
ん
で
党
員
と
な
る
老
は
、
出
世
主
義
者
で
は
な
く
、
確
信
せ
る
共
産
主
義
者
に
相
違
な
い
と
考
え
て
い
た
、
と
。
確
か
に
そ
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

な
こ
と
が
い
え
る
よ
う
に
思
う
。
特
に
最
後
の
点
は
充
分
な
裏
づ
け
が
と
れ
る
。

　
リ
グ
ビ
ー
は
次
の
よ
う
に
も
い
う
。
一
九
二
〇
年
八
～
一
〇
月
に
、
単
一
の
党
員
証
の
発
行
と
腐
敗
分
子
の
排
除
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ

た
二
回
目
の
全
国
的
再
登
録
中
の
離
党
の
規
模
は
、
国
内
戦
の
後
半
、
即
ち
一
九
一
九
年
に
信
頼
を
お
か
れ
て
い
た
考
え
方
や
諸
措
置
の
妥
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

性
に
異
議
を
唱
え
る
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
、
と
。

　
し
か
し
、
こ
の
点
は
問
題
が
あ
る
。
こ
の
と
き
の
離
党
者
の
総
数
は
発
表
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
審
査
の
不
徹
底
の
た
め
か
、
離
党
の

規
模
は
、
実
際
に
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
キ
タ
エ
フ
に
よ
れ
ば
、
離
党
率
は
中
央
ロ
シ
ア
の
四
二
の
郡
で
一
〇
％
程
度

　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

と
い
う
。
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
市
で
は
一
〇
％
、
モ
ス
ク
ワ
の
一
地
区
で
は
九
％
、
工
業
未
発
達
の
ウ
フ
ァ
市
で
は
三
四
％
、
ニ
ジ
ェ
ゴ
ロ
ド
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

で
は
二
七
％
、
辺
境
の
ト
ル
ケ
ス
タ
ソ
で
は
四
二
％
で
あ
っ
た
と
い
う
。
大
都
市
で
の
離
党
雨
中
に
は
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
等
も
含
ま
れ
て
い
た

で
あ
ろ
う
か
ら
、
大
都
市
の
労
働
者
で
こ
の
と
き
離
党
し
た
老
は
少
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
離
党
者
の
す
べ
て
が
、
出
世
主
義
者
の
た
ぐ
い
の
腐
敗
分
子
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
。
こ
の
再
登
録
の
さ
い
に
は
、
自
発
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

脱
党
者
が
か
な
り
い
た
。
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
党
組
織
で
は
、
党
員
の
四
分
の
一
以
上
が
、
こ
の
と
き
脱
党
し
た
と
い
う
。
一
九
二
〇
年
は
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ロシア共産党の社会的構成（尼川）

「
戦
時
共
産
主
義
」
的
諸
政
策
が
一
段
と
強
化
さ
れ
、
そ
の
矛
盾
面
が
．
露
里
し
て
き
た
年
で
あ
り
、
党
の
政
策
に
幻
減
し
て
脱
党
し
た
者
も
多

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
第
二
回
の
再
登
録
の
結
果
だ
け
か
ら
、
先
の
よ
う
な
断
定
を
下
す
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
。

　
だ
が
、
他
方
で
、
五
八
頁
の
第
2
表
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
な
ら
ば
、
党
の
社
会
的
構
成
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
、
次
の
結
論
を
導
き
出
す
こ

と
は
充
分
可
能
で
あ
る
。
一
党
指
導
部
は
、
一
九
一
九
年
は
じ
め
以
降
党
の
社
会
的
構
成
の
改
善
を
試
み
た
が
、
結
果
は
、
党
指
導
部
が
意

図
し
た
も
の
と
は
、
お
よ
そ
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
農
民
党
員
は
一
九
一
二
年
は
じ
め
ま
で
に
二
八
％
に
増
大
し
た
が
、
肝
心
の
労
働
者
党
員
は
、
比
率
の
上
で
は
、
低
落
の
傾
向
に
あ
っ
た
。

し
か
も
、
前
述
の
よ
う
に
、
彼
ら
の
多
く
は
い
ま
や
仕
事
台
か
ら
離
れ
、
国
家
や
党
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
内
に
吸
収
さ
れ
て
い
た
。

　
「
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
・
そ
の
他
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
障
害
に
も
め
げ
ず
、
し
ぶ
と
く
三
割
の
線
を
保
持
し
続
け
た
。
そ
れ
は
、
い
か
に
し
て
可

能
だ
っ
た
の
か
。
そ
の
理
由
の
一
端
は
す
で
に
述
べ
て
い
る
。
発
展
し
、
複
雑
化
し
つ
つ
あ
っ
た
国
家
と
党
の
機
構
の
な
か
で
は
、
特
殊
な
技

能
や
知
識
を
も
っ
た
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
党
員
が
労
働
者
党
員
に
急
速
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
特
に
科
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

老
や
技
術
専
門
家
に
は
、
レ
ー
ニ
ン
や
ゴ
ー
リ
キ
ー
な
ど
、
有
力
な
保
護
者
が
つ
い
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
さ
ら
に
、
党
週
間
に
よ
る
入
党
や
再
登
録
の
さ
い
の
審
査
が
、
実
際
に
は
必
ず
し
も
厳
重
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

そ
の
間
隙
を
縫
い
、
革
命
前
の
自
分
の
経
歴
を
隠
し
て
入
党
す
る
者
も
少
な
く
は
な
か
っ
た
。

　
ま
た
、
党
週
間
の
さ
い
の
大
愚
入
党
に
逆
の
形
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
労
働
者
や
農
民
は
、
入
党
の
さ
い
の
面
倒
な
手
続
き
を
嫌
い
が

ち
で
あ
っ
た
が
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
は
、
そ
れ
を
い
と
わ
ず
、
党
員
の
資
格
や
称
号
を
真
剣
に
と
り
扱
う
傾
向
が
あ
っ
た
。
時
期
は
下
る
が
、

一
九
二
二
年
の
第
一
一
回
党
大
会
で
、
当
時
工
場
長
で
あ
っ
た
訟
ル
ジ
ノ
ブ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
労
働
者
は
入
党
の
さ
い
推
薦
状
を

集
め
て
ま
わ
る
こ
と
を
特
に
好
ま
な
い
。
だ
が
、
　
「
小
市
民
－
同
伴
者
」
に
つ
い
て
は
話
は
別
で
あ
り
、
彼
ら
は
た
と
え
一
〇
通
の
推
薦
状
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

も
喜
ん
で
集
め
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
入
党
後
は
、
彼
ら
は
よ
り
高
い
地
位
を
得
る
術
を
知
っ
て
い
る
、
と
。

　
だ
が
、
こ
れ
ら
「
階
級
的
異
分
子
」
が
党
内
で
大
き
な
力
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
を
快
く
思
わ
ず
、
党
の
変
質
の
危
険
性
を
声
高
に
叫
ん
で
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⑧

い
た
一
闘
が
い
た
。
主
要
な
労
働
組
合
の
幹
部
を
含
む
「
労
働
者
反
対
派
」
で
あ
っ
た
。
工
業
管
理
へ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
専
門
家
の
導
入
へ
の
反

対
か
ら
出
発
し
た
こ
の
一
団
は
、
革
命
初
期
の
党
の
理
念
や
第
八
回
党
大
会
で
採
択
さ
れ
た
党
綱
領
と
決
議
に
依
拠
し
て
、
　
一
九
二
〇
年
中
に

強
め
ら
れ
た
軍
事
的
、
中
央
集
権
的
な
工
業
・
労
働
政
策
に
異
議
を
唱
え
、
労
働
組
合
の
地
位
の
向
上
、
労
働
者
民
主
主
義
の
拡
大
、
国
家
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

党
の
官
僚
遷
化
の
阻
止
、
党
の
社
会
的
講
話
の
改
善
等
を
強
く
要
求
し
た
。
一
九
二
一
年
春
の
ソ
ビ
エ
ト
体
制
の
内
部
的
危
機
の
た
だ
な
か
で
、

党
指
導
部
は
、
反
対
派
の
主
張
の
一
部
を
容
認
す
る
に
至
る
。
か
く
し
て
、
　
一
九
一
二
年
夏
か
ら
、
大
規
模
な
粛
清
が
開
始
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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．
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ソ
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⑲
　
労
働
者
反
対
派
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ネ
ッ
プ
へ
の
転
換
局
強
」
　
『
史
林
』
五

　
八
巻
二
号
、
一
九
七
五
年
三
月
目
一
一
五
一
｝
三
二
頁
参
照
。

⑳
第
一
〇
回
党
大
会
に
提
繊
さ
れ
た
労
働
者
反
対
派
の
「
党
建
設
に
つ
い
て
」
の

テ
…
ゼ
と
「
労
働
組
合
に
つ
い
て
」
の
テ
ー
ゼ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
員
Φ
o
着
窺
目
論
①
賀

℃
ス
瓢
（
q
）
、
ン
ご
お
①
押
∩
壱
．
①
津
1
Φ
α
9
Φ
Q
。
㎝
1
＄
一
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

86　（414）

結

び

　
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
総
括
し
、
さ
ら
に
一
九
一
＝
年
の
欝
清
を
望
糊
す
る
。
今
世
紀
初
頭
に
提
起
さ
れ
た
、
少
数
精

鋭
の
職
業
革
命
家
か
ら
な
る
革
命
政
党
翻
労
働
者
階
級
の
前
衛
党
と
い
う
レ
…
ニ
ソ
の
構
想
の
な
か
で
は
、
党
員
が
い
か
な
る
階
級
（
層
）
の

出
身
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
は
、
第
一
義
的
な
重
要
性
は
付
与
さ
れ
て
い
な
い
。
他
方
、
現
実
の
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
は
多
数
の
労
働
者
を

包
含
し
て
い
た
が
、
党
の
上
層
部
は
イ
ン
テ
リ
に
よ
っ
て
独
占
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
第
一
次
革
命
以
後
、
労
働
者
の
上
層
部
進
出
と
イ
ン

テ
リ
の
離
脱
が
雲
立
っ
て
く
る
。
こ
の
傾
向
は
、
一
九
一
七
年
の
年
内
ま
で
続
く
。
比
率
の
面
で
も
、
労
働
老
は
一
九
一
七
年
に
全
党
員
の
過

半
数
を
保
持
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
年
、
多
数
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
と
農
民
（
兵
士
）
が
党
内
に
流
れ
入
っ
た
の
で
あ
る
。

　
反
動
期
に
縮
小
し
一
枚
岩
化
し
た
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
は
、
囲
九
一
七
年
に
膨
張
し
、
大
衆
政
党
へ
と
変
貌
し
た
。
し
か
し
、
党
員
の
董
よ

り
質
を
重
視
す
る
伝
統
は
消
え
ず
、
こ
の
年
、
一
段
と
制
限
的
な
入
党
規
則
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
は
厳
重
に
遵
守
さ
れ
た

と
は
い
い
が
た
い
。
実
際
に
は
、
レ
ば
し
ば
集
団
的
な
党
員
採
用
が
行
な
わ
れ
た
と
い
う
。

　
権
力
を
掌
握
し
た
の
ち
、
党
は
、
党
内
の
秩
序
と
規
律
の
乱
れ
の
是
正
、
と
り
い
り
分
子
の
除
去
を
爵
的
と
し
て
、
さ
ら
に
厳
し
い
党
員
採

用
策
の
実
施
を
試
み
て
い
る
。
し
か
し
、
党
が
腐
敗
分
子
の
排
除
と
社
会
的
構
成
の
改
善
に
真
剣
に
と
り
く
む
の
は
、
国
内
戦
さ
な
か
の
一
九

一
九
年
春
の
第
八
圓
党
大
会
に
お
い
て
で
あ
る
。

　
こ
の
大
会
で
は
、
党
内
で
の
労
働
者
の
比
重
の
低
下
、
旧
官
僚
層
を
含
む
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
比
重
の
増
大
、
国
家
と
党
の
官
僚
制
化
傾
向
、

要
職
に
あ
る
党
員
の
横
暴
と
腐
敗
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
結
果
と
し
て
の
党
の
労
働
者
・
農
畏
大
衆
か
ら
の
遊
離
の
傾
向
が
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
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な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
否
定
的
現
象
を
と
り
わ
け
声
高
に
指
摘
し
た
の
は
、
元
の
左
翼
共
産
主
義
渚
た
ち
で
あ
っ
た
が
、
党
指
導
部
も
、

進
ん
で
こ
の
問
題
を
と
り
あ
げ
、
大
会
は
、
党
内
の
腐
敗
分
子
の
排
除
と
、
労
働
者
お
よ
び
農
民
、
特
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
分
子
の
積
極
的
採
用

を
定
め
て
、
一
方
で
は
労
働
者
大
衆
、
他
方
で
は
農
民
大
衆
と
の
弱
ま
っ
た
結
び
つ
き
を
再
度
強
め
よ
う
と
し
た
。
一
九
二
〇
年
末
ま
で
に
、

再
登
録
や
党
週
間
等
の
措
置
が
実
施
さ
れ
た
。
し
か
し
、
党
の
社
会
的
構
成
は
、
実
際
に
は
改
善
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
労
働
者
階
級
は
四
散
し
つ
つ
あ
り
、
党
内
で
の
労
働
者
の
比
率
は
減
少
す
る
一
方
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
労
働
者
党
員
の
多
く
は
、
仕
事
台
か

ら
離
れ
て
、
膨
張
し
複
雑
化
し
つ
つ
あ
っ
た
国
家
と
党
の
機
構
に
吸
収
さ
れ
た
。
労
働
老
党
員
の
定
期
的
工
場
復
帰
な
ど
、
大
衆
と
の
結
合
を

意
図
し
た
第
八
回
党
大
会
の
決
定
は
、
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
他
方
、
行
政
的
、
事
務
的
な
知
識
と
技
能
を
も
つ
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ

ー
は
、
様
々
な
制
限
的
方
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
党
内
に
流
入
し
続
け
、
堅
固
な
地
位
を
確
保
し
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
党
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
性
格
を
喪
失
し
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
声
が
党
内
で
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。

特
に
、
　
一
九
二
〇
年
に
強
化
さ
れ
た
、
軍
事
的
、
中
央
集
権
的
な
工
業
・
労
働
政
策
に
反
対
し
て
い
た
労
働
者
反
対
派
が
、
党
の
社
会
的
構
成

の
改
善
を
も
強
く
要
求
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
労
働
組
合
論
争
の
結
着
が
つ
け
ら
れ
る
べ
き
一
九
二
一
年
春
の
第
一
〇
圓
党
大
会
直
前
、
政
府
と
党
は
、
革
命
後
最
大
の
内
部
的
危
機
に
直

面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
す
で
に
農
民
反
乱
は
各
地
で
起
こ
っ
て
い
た
が
、
労
働
者
す
ら
、
経
済
的
政
治
的
要
求
を
揚
げ
て
、
ス
ト
と

デ
モ
の
波
を
起
こ
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
続
い
た
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
反
乱
は
、
党
員
の
一
部
を
も
巻
き
込
み
、
党
に
大
き
な
衝
撃
を
与

え
た
。

　
党
中
央
は
、
こ
れ
ら
の
動
き
に
対
し
て
抑
圧
と
譲
歩
の
結
合
し
た
方
法
で
臨
ん
だ
。
各
地
の
反
乱
は
武
力
で
鎮
め
ら
れ
、
メ
ソ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ

と
エ
ス
エ
ル
は
政
治
的
自
由
を
完
全
に
剥
奪
さ
れ
た
。
他
方
で
食
糧
割
当
徴
発
は
食
糧
税
に
か
え
ら
れ
、
地
方
的
規
模
で
の
取
引
の
自
由
が
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

認
さ
れ
た
。
こ
れ
が
ネ
ヅ
プ
を
呼
び
出
す
の
で
あ
る
。

　
労
働
老
反
対
派
に
対
し
て
も
硬
軟
両
様
の
対
応
が
な
さ
れ
た
。
経
済
管
理
権
を
組
合
の
手
に
渡
す
べ
き
だ
と
い
う
彼
ら
の
主
張
は
、
党
の
役
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割
を
否
定
し
、
脱
階
級
化
し
て
農
民
の
影
響
下
に
入
り
つ
つ
あ
る
労
働
者
大
衆
に
経
済
の
実
権
を
引
き
渡
す
試
み
と
し
て
、
厳
し
く
非
難
さ
れ

た
。
第
一
〇
回
党
大
会
は
労
働
老
反
対
派
の
思
想
の
宣
伝
を
共
産
党
員
で
あ
る
こ
と
と
両
立
し
な
い
も
の
と
宣
言
し
、
ま
た
党
内
で
の
分
派
結

　
　
　
　
②

成
を
禁
じ
た
。

　
同
時
に
、
党
指
導
部
は
、
反
対
派
の
批
判
に
応
じ
る
よ
う
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
。
党
内
の
諸
問
題
に
つ
い
て
定
期
的
な
討

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ぎ

論
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
長
期
間
ソ
ビ
エ
ト
や
党
の
活
動
に
従
事
し
て
い
る
党
員
を
「
機
台
と
黎
」
に
つ
け
る
、
即
ち
真
接
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

産
労
働
を
行
な
わ
せ
る
こ
と
も
定
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
党
内
の
非
共
産
主
義
分
子
の
囲
掃
と
労
働
老
の
徴
募
も
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
政
府
と
党
の
大
衆
か
ら
の
孤
立
の
明
確
な
兆
し
が
、
党
中
央
と
反
対
派
の
見
解
を
部
分
的
に
一
致
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
党
中
央
は
反
対
派
の

主
張
の
一
部
を
認
め
て
、
彼
ら
を
党
の
統
一
へ
と
い
ざ
な
っ
た
。
他
方
で
、
労
働
老
の
離
反
は
、
党
に
と
っ
て
深
刻
な
脅
威
で
あ
り
、
い
ま
や

農
罠
に
取
引
の
自
由
を
与
え
る
こ
と
を
定
め
た
党
は
、
労
働
者
を
農
民
の
影
響
か
ら
引
き
離
し
、
自
分
の
も
と
に
引
き
寄
せ
る
必
要
を
強
く
感

じ
た
で
あ
ろ
う
。
党
と
労
働
老
の
結
び
つ
き
の
強
化
の
た
め
に
、
粛
清
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
党
の
全
般
的
粛
清
は
、
一
九
一
＝
年
八
月
か
ら
開
始
さ
れ
、
一
部
で
は
翌
年
ま
で
続
い
た
。
粛
清
に
さ
い
し
て
は
、
特
に
、
ソ
ビ
エ
ト
職
員

と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
豚
イ
ン
テ
リ
お
よ
び
半
イ
ン
テ
リ
出
身
の
者
に
厳
し
い
審
査
を
行
な
う
よ
う
、
指
令
が
な
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
以
前
他
党
に
属

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
る
い

し
て
い
た
者
、
ツ
ァ
ー
り
の
官
吏
で
あ
っ
た
老
に
つ
い
て
は
特
別
の
注
意
が
命
じ
ら
れ
た
。
農
民
の
う
ち
、
富
農
は
入
念
に
飾
に
か
け
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
貧
農
は
党
内
に
と
ど
め
お
か
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
労
働
老
に
つ
い
て
は
、
形
式
上
の
手
続
き
は
最
小
限
に
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

省
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
は
っ
き
り
と
し
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
優
遇
策
が
指
令
さ
れ
て
い
る
。

　
一
九
二
二
年
の
公
式
報
告
に
よ
れ
ば
、
難
事
の
結
果
離
党
し
た
者
は
一
五
万
九
三
五
五
人
、
全
体
の
二
四
・
一
％
に
も
の
ぼ
っ
た
。
そ
の
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

訳
は
、
除
名
二
〇
・
七
％
、
脱
党
二
・
六
％
、
党
員
候
補
へ
の
降
格
○
・
九
％
で
あ
る
。
主
な
除
名
理
由
は
、
規
律
違
反
（
消
極
性
〔
党
活
動

へ
の
不
参
加
〕
お
よ
び
党
の
指
令
の
不
履
行
）
が
三
三
・
八
％
、
党
員
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
行
為
（
出
世
主
義
、
酒
浸
り
等
）
が
二
五
・
四
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

で
あ
る
。
あ
と
は
犯
罪
行
為
（
職
権
濫
用
、
収
賄
等
）
、
義
務
忌
避
（
軍
事
と
労
働
）
な
ど
で
あ
る
。
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シア共産党の社会的構成（尼JED

　
離
党
者
の
祉
会
的
状
態
の
内
訳
は
、
労
働
者
が
二
〇
・
四
％
、
農
民
が
四
四
・
八
％
、
　
「
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
・
そ
の
他
」
が
三
四
・
八
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

（
う
ち
「
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
お
よ
び
『
自
由
職
業
』
の
者
」
が
二
三
・
八
％
、
　
「
そ
の
他
お
よ
び
不
明
」
が
一
一
・
○
％
）
で
あ
る
。

　
粛
清
は
、
農
民
党
員
に
最
大
の
打
撃
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
他
方
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
に
寛
大
な
措
置
が
と
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
働

老
党
員
の
離
党
も
か
な
り
大
き
い
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
以
前
の
露
清
に
く
ら
べ
て
厳
し
い
審
査
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
現
場
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

働
者
で
離
党
し
た
老
は
、
全
体
の
一
〇
・
四
％
で
あ
る
。

　
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
に
対
し
て
は
特
に
厳
し
い
審
査
が
な
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
確
か
に
、
離
党
の
比
率
は
大
き
い
が
、
農
民
ほ
ど
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
第
一
一
回
党
大
会
は
、
従
来
以
上
に
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
に
対
し
て
厳
し
い
党
員
採
用
規
則
を
定
め
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ

ー
を
大
幅
に
減
少
さ
せ
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
党
内
に
お
け
る
彼
ら
の
比
率
は
一
九
二
一
年
か
ら
二
四
年
ま
で
に
、
わ
ず
か
三
・
六
％
し
か

減
少
し
な
か
っ
た
（
第
1
蓑
）
。

　
党
の
社
会
的
構
成
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
労
働
老
の
大
壷
採
用
が
必
要
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
、
党
内
に
は
、
レ
ー
ニ
ン
を
筆
頭
と

し
て
、
現
実
の
ρ
シ
ア
の
「
労
働
者
し
の
「
プ
戸
レ
タ
リ
ァ
性
レ
を
疑
問
視
す
る
者
が
多
か
っ
た
。

　
レ
；
ニ
ソ
は
、
第
一
一
回
党
大
会
の
直
前
、
次
の
よ
う
な
見
解
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
1
大
工
業
企
業
で
少
な
く
と
も
一
〇
年
間
、
労

働
者
で
あ
っ
た
老
の
み
を
真
の
労
働
者
と
見
な
し
、
そ
れ
以
外
の
者
の
候
補
期
間
を
延
長
す
べ
き
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
共
産
党
の
大
多
数
の
党
員

が
、
い
ま
充
分
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
で
な
い
こ
と
は
疑
い
な
い
。
　
「
現
実
に
目
を
閉
じ
な
い
な
ら
ば
、
現
在
、
党
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
政
策
が
、

党
員
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
党
の
古
い
親
衛
隊
と
呼
ば
れ
る
極
め
て
薄
い
層
の
絶
大
な
、
完
全
な
権
威
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事

実
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
も
は
や
大
規
模
な
粛
清
は
行
な
い
え
な
い
が
、
党
は
、
入
党
制
限
を
厳
し
く
し
て
、
党
員
数
を
三
〇
～
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

○
万
以
下
に
と
ど
め
る
べ
き
で
あ
る
、
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
レ
ー
ニ
ン
の
死
後
、
　
一
時
期
、
現
場
労
働
者
の
大
募
集
に
よ
っ
て
労
働
者
党
員
の
比
率
が
高
ま
る
。
し
か
し
、
レ
…
ニ
ン
の
厳
し
い
「
労
働

者
」
の
基
準
に
適
合
し
て
い
た
の
は
、
彼
ら
の
う
ち
の
何
割
ほ
ど
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
ま
た
、
彼
ら
を
採
用
し
た
党
の
機
構
そ
の
も
の
が
、
凝
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固
の
度
合
を
強
め
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ス
タ
ー
リ
ン
は
書
記
局
の
機
構
を
通
じ
て
着
実
に
勢
力
を
拡
げ
て
い
た
。

乗
っ
て
中
央
委
員
会
に
入
っ
た
労
働
者
党
員
の
多
く
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
息
の
か
か
っ
た
人
々
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

に
赤
色
専
門
家
の
重
視
に
転
じ
る
で
あ
ろ
う
。

①
食
糧
税
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
、
ま
た
、
門
脇
彰
・
荒
穣
洋
編
『
過

　
渡
期
経
済
の
研
究
』
、
目
本
評
論
社
、
一
九
七
五
年
、
参
照
。

②
穴
コ
O
O
切
冨
ω
o
島
。
琵
美
■
◆
■
噛
β
b
。
辱
自
で
■
卜
。
冨
－
卜
。
鍾
顧

③
↓
夢
圃
㌶
ρ
β
b
。
．
自
℃
．
悼
峯
I
b
⊃
δ
’

　
　
こ
の
決
定
が
す
べ
て
実
行
に
移
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
特
に
労
働
者
民
主
主

　
義
に
関
す
る
決
定
が
実
行
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
抗
議
が
、
第
一
一
圓
党
大
会
で

　
な
さ
れ
て
い
る
（
た
と
え
ば
、
象
・
O
h
簑
題
琵
欝
雲
。
♂
o
鎧
夷
篇
（
q
y
三
‘

　
δ
①
Q
。
噂
。
も
．
蕊
α
）
。

　
　
國
家
や
党
の
活
動
に
長
期
間
従
事
し
て
い
る
党
員
に
肉
体
労
働
を
さ
せ
る
と
い

　
う
決
定
に
つ
い
て
は
、
詳
細
は
不
明
だ
が
、
第
一
一
回
党
大
会
で
一
代
議
員
が
こ

　
れ
に
触
れ
て
い
る
。
茄
倣
は
、
　
「
ソ
ビ
エ
ト
諸
機
関
、
経
済
諸
機
関
、
そ
の
他
の
諸

　
機
関
か
ら
、
我
々
は
六
、
七
カ
月
間
に
一
〇
〇
〇
人
の
党
員
を
下
層
に
派
遣
し
た
」

　
が
、
こ
れ
は
党
員
拡
大
に
役
立
っ
て
い
な
い
と
述
べ
て
い
る
（
冨
竃
美
P
自
や

党
の
労
働
者
化
の
波
に

ス
タ
ー
リ
ン
は
、
の
ち

　
騒
脚
）
。
こ
れ
か
ら
察
す
る
と
、
実
行
は
な
さ
れ
た
が
、
そ
の
規
模
は
小
さ
か
っ
た

　
よ
う
で
あ
る
。

④
《
轟
暑
じ
。
智
y
鷺
≡
o
話
H
総
一
弓
∴
（
箒
器
自
露
讐
（
℃
ズ
霞
（
α
）
γ
賭
ρ
ω
ω
”

　
9
（
ヨ
9
7
お
b
。
一
2
0
↓
℃
曾
ω
o
。
ム
0
9

⑤
　
ぎ
竃
》
…
（
ρ
属
ρ
腿
（
心
O
）
し
旨
b
。
門
こ
∩
も
噛
8
凸

⑥
↓
験
口
囲
β
。
も
噸
ぬ
ム
㎝
’

⑦
↓
偉
・
と
》
［
（
ρ
q
掌
舘
■

⑧
課
竃
湊
ρ

⑨
　
X
瓢
∩
O
切
℃
o
ω
o
謡
。
暑
美
：
．
’
↓
．
b
。
閣
。
も
梱
も
。
ω
？
ω
お
■

⑩
幕
塁
間
』
∩
ρ
ジ
蒔
9
q
ワ
ミ
凸
ド
『
全
集
』
第
三
三
巻
、
二
置
五
一
二
五
八
頁
。

⑪
　
こ
の
大
量
採
用
は
、
明
ら
か
に
レ
ー
ニ
ン
の
考
え
に
合
致
し
な
い
も
の
で
あ
っ

　
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
皮
肉
に
も
「
レ
ー
ニ
ン
記
念
入
党
」
と
呼
ば
れ
た
。

　
　
　
　
　
（
函
目
大
学
人
文
学
都
助
教
授
　
山
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the　temporary　yet　real　restoratlon　of　medieval　’town　privileges　and

institutions　forfeited　under　Charles　V．　lt　is　our　purpose　to　make　clear

the　tragic　role　of　the　town，　a　sort　of　projecting　part　of　traditionalism，

compelled　to　be　opposed　even　to　Orangists，　the　same　traditionalist　but

much　more　enlightened　political　group，　in　the　process　of　the　Revolt　of

which　tlie　fundamental　contradiction　coRslsted　in　the　antagonism　be－

tween　absolutism　aiming　at　unlfication　and　traditionalism　adVocating

the　cause　of　old　corporative　social　order．

Co1IHtftJi6HHil　cocTaB　PKII［（6）　B　1917－192e　yv．

CoyJ［3U　Aas・エεもKaBa

　　BofibllleBIIcTdKoe　Tpalllllll・loHH6e　yBa｝KeAIIe　1｛　KaxleeTBy　zlaeHoB　llapTIII・1　oo－

XPa｝lx”ocs　llOcne　Toro，　KaK　60ablAeBIIcTcKaff　rrapTlla　ll｝］eBpaTvanacs　B　“lcftcco－

Bylo　II　llpaBfilllylo　llapTmo．　’IG　’llPaBIIIIa　o　BcTymifeHI・II・1　B　llapTmo　’cTa”n

cTopo｝lce　o　TegeHileas・r　BpeMeHH．

　　APIM（6）．　BllepBI・le　o6paT｝ua　60誼L皿oe　8Hm・a曲e　Ha　cBoe　co照a島HLI藍

ooe’rft・・B　Ha　BocLx…oM。r6e3Ae　B　191g　rony．　Ha　3・roli　c　he靱e　6smil．．　llo」ITBep一

蹴eHLI∬apTHe銭yMeHL皿eHHe　yuensHoro　BeGa　pa60・mx　B　napTIIpl，　yBemlzle－

H？・ey脚珊oro　BeGa　cny31taN・・x，・’eHπerlq耳ff　6・opoKpaT・・3aurl皿annapaToB　ro－

CYzaaPUTBa　｝1　rraPTIIti，　llPOI・13BOn　1・1　rrOPTIa　OTBeTC’K’Bell｝ISIX　ZlneHOB　rraPT｝II・1，　II

o’rpLIB　HapT颯oT　P．ft60giix　ll　KpeGTbπHcKHx　Macc．

　　Bocsl・lol“1　c’6e3n　PI｛ll［（6）　peJlm，it　IlcltJIIogylTs　｝lexopolllnx　oRe）｛e｝viioB　1・1　aKrrll－

BHo　HpHH涯丁ムp漁Hx　H　KpeG翻H　G　Ioe卿yxpe”Jle”IIIs　cBf’311　c　Macca“1正1・
　　1’lo，　｝leo“foTpx　Ha　rro，　gTo　pa3al＃i｝isiel　Mepbi　’6brmi　ffpimxTbi　c　Beciibi　1919

youa　go　Komlcft　1920　rontl，　couylaAbl｛blil　cocTtftB　ncftprrl・m　Bae　｝r．e　He　ynytmma－

JcE．　ll［poHopm・lsl　pa60uHx　zmei－loB　’ilcftpTlll・1’　Bce　．yMeHbtuaaacs　co　BpeMefle．M．

KpoMe　Toro，60島皿HHGTBo　l・13棚x　HoGTeHe曲。　Bcac51BaJIOcb　B　oTBeTcTBeH－

1－lble　llOCT51　rOOYgaPCTBa　II　ll．ftPTIIII．　1｛．ftO60｝］Ore，　C．IY｝1｛．ftMIIe　ilile｝II，1　rraPTIIII，

OllblTI－TT．le　B　，anMIII－II・ICTI）aTI・IBIIblX　II　Kai－IIIenEPCI｛VIX　／；ellaX，　TBePnO’　gPIIAeP｝lell－

BtftJlilOb　CBOIIX　IleKI”1－IOP｝IPYeM51X　BJIIIfll－IMil　B　’n．ftPrlil・II・1．
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